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（平川門付近）

末広町駅

区内のさくらの名所を案内します
（地図の番号参照）。さくらの本数は
平成１７年１１月に調査したものです。
千鳥ケ淵周辺 ２６０本
ソメイヨシノが美しい千鳥ケ淵。

緑道を歩けば、北の丸、皇居の森を
背景に、長い土手から水面に滑り落
ちるように咲く花の群れや、水面上
を舞う花吹雪に出会います。
戦没者墓苑 １４本
３月の始めに、大寒桜

おおかんざくら

が横に大き
な枝を張ります。タブノキ等の常緑樹
の中に、やや濃い紅色で蜜の豊富な
明るい花が開き、メジロが訪れます。
千鳥ケ淵公園･内堀通り ２０８本
ソメイヨシノは明治１４年にイギリス

大使館と東京都で協議の上、この地に
植栽されて今に引き継がれています。
また、半蔵濠にヤエベニシダレやヤマ
ザクラが枝を広げ、土手はハマダイコ
ンの花で埋まり、春が萌

も

え立ちます。
北の丸公園 ３２９本
平成６年、吉田茂像を中心に寒桜

や松月
しょうげつ

等、里桜類が植栽され、今で
は手に取るように楽しめます。また、
千鳥ケ淵の土手上から見下ろす花の
海、ライトアップされた夜桜もおすす

めスポットです。
國神社 ４０６本
それぞれの思いで、さまざまな場

所から持ち寄られた、内苑のウコン、
エドヒガン、ヤマザクラ、外苑のソ
メイヨシノ等が折り重なるように咲
き誇ります。
外濠公園 ２３６本
ＪＲを眼下に、外濠の水面と対岸

のソメイヨシノ。飯田橋から四ツ谷
まで続く、江戸城外掘の土手筋に樹
齢約８０年のヤマザクラからソメイヨ
シノまでが咲き誇ります。
聖イグナチオ教会(真田壕) １０５本
真田家が築城した江戸城・真田濠

に咲くさくらは、昭和３４年、昭和３９年
に寄贈され、元気な巨木に育ち、堤
を埋めています。木の間から迎賓館
も望めます。
清水谷公園周辺 ７４本
紀尾井坂、清水谷、弁慶濠と続く

坂、谷、水辺。ソメイヨシノが咲き
終わるとさくら湯でお馴染みのさく
ら・関山

か ん ざ ん

の並木が咲き始めます。
東郷公園 ２５本
広場に大きく枝を張ったソメイヨ

シノのほか、大きなエノキの先に、

１月後半にほころびる寒桜や滝桜の
子ども・ベニシダレも咲きます。
日枝神社周辺 ８５本
都心の小山で、さくらを見ながら

上り下り。小山の裾
す そ

は関山の並木が
縁取り、木々に囲まれた境内にはソ
メイヨシノが咲き競います。
皇居東御苑 ２８０本
天守閣と大島桜、芝生広場のソメ

イヨシノ、冬桜、十月桜
じゅうがつざくら

など多品種が
生育し、観賞期間が長く、ビュースポ
ットも豊富です。４月２０日前後にはニ
の丸に、木型も花も美しいカスミザ
クラが咲きます。
代官町通り １７５本
代官町通りは明治時代後半に竹橋

からイギリス大使館前の内堀通りまで
開通しました。当時、内堀通り周辺は
ソメイヨシノ一色のはずでした。しか
し、代官町通りには、ヤマザクラが植
えられ引き継がれています。
内堀通り(平川門付近) ４７本
まちかど庭園に、河津桜からヤエ

ベニシダレ、普賢象
ふ げ ん ぞ う

、関山、ウコン
が咲き、背景は内堀、石垣、平川門
から皇居東御苑の森まで繋がりま
す。
神田明神・宮本公園 ４４本
朱赤の山門にかかるソメイヨシノ

など、境内を埋めるさくら。公園に

は、ゆったり楽しめるさくらが、広
場に枝を伸ばしています。
駿河台道灌道

ど う か ん ど う

１７本
匂桜の花と香りが楽しめます。駿

河台の武家屋敷から伝わるスルガダ
イニオイは、地元の要望で昭和６３年
に植樹したものです。道灌ゆかりの
太田姫稲荷神社につながっています。
日比谷公園 ５５本
春花壇が整い木々が芽吹いてきた

ら、公園の南西角、かもめの広場で
一休み。噴水とソメイヨシノの花が
出迎えてくれます。
国会前庭 １６０本
後ろに議事堂、眼下に桜田濠とその

先に皇居の森を背景に、プリンセス雅、
コブクザクラ等、毎年、増える里桜の
品種が、品種名板と照らして鑑賞でき
ます。
桜田通り周辺 ８３本
歩道に添って咲くソメイヨシノ、

周辺の国会図書館や最高裁判所も花
で彩られます。潮見坂の上から寒桜、
大島桜が坂下に続きます。
新三崎橋付近 ３８本
日本橋川右岸、新川橋から新三崎

橋までの間に、元気なソメイヨシノが
枝を張り、見ごろの花を咲かせます。
上流の基点には樹齢１２０年といわれ
るベニシダレが空に突き出ています。

さ く ら の 名 所

区の花さくらが
満開になる季節はもうすぐです。
今号では、さくらの見所や
さくらに関するイベントを
紹介します。
千代田のさくら
約３,３００本を皆さんで
お楽しみください。
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４
月
１０
日
（日）
は
東
京
都
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８

時
で
す
。
明
日
の
都
政
を
託
す
人
を

選
ぶ
選
挙
で
す
。
大
切
な
一
票
を
無

駄
に
せ
ず
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
で
き
る
方

平
成
３
年
４
月
１１
日
以
前
に
生
ま

れ
（
投
票
日
現
在
２０
歳
以
上
）、
平

成
２２
年
１２
月
２３
日
ま
で
に
千
代
田
区

に
転
入
届
出
を
し
、
投
票
す
る
日
ま

で
引
き
続
き
千
代
田
区
に
住
所
を
有

し
て
い
る
方
で
す
。

■
転
入
・
転
出
・
転
居
し
た
方

▼
１２
月
２４
日
以
降
に
転
入
し
た
方

１２
月
２４
日
以
降
に
、
都
内
の
区
市

町
村
か
ら
千
代
田
区
に
転
入
届
出
を

し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
方
は
、

前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
場
合
、
前
住
所
地
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

投
票
の
際
、
選
挙
用
住
民
票（
無
料
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
１２
月
１０
日
以
降
に
都
内
の
区
市
町

村
へ
転
出
し
た
方
お
よ
び
こ
れ
か

ら
転
出
予
定
の
方

千
代
田
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
、
１２
月
１０
日
以
降

に
千
代
田
区
か
ら
都
内
の
他
区
市
町

村
へ
転
出
し
、
か
つ
新
住
所
地
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
方
は
、

千
代
田
区
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
た
だ
し
、
新
住
所
地
か
ら
さ

ら
に
転
出
し
た
場
合
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
）。

ま
た
、
投
票
日
ま
で
に
都
内
の
他

区
市
町
村
へ
転
出
予
定
の
方
は
、
千

代
田
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
、
千
代
田
区
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
選
挙
用
住
民

票
（
無
料
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
都
外
へ
転
出
し
た
方

投
票
を
す
る
前
に
都
外
へ
転
出
し

た
方
は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

▼
３
月
２０
日
以
降
に
区
内
転
居
し
た

方投
票
日
当
日
は
、
転
居
前
の
投
票

所
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
有
権
者
個
人
ご
と

に
郵
送
し
ま
す
。
投
票
を
す
る
と
き

は
投
票
所
入
場
整
理
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
整
理
券
を
紛

失
し
た
り
、
忘
れ
た
り
し
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
、
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
の
相
談
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
投
票
日
当
日
は
、
指
定
さ

れ
た
投
票
所（
３
面
参
照
）以
外
で
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。
投
票
所
入
場
整

理
券
で
ご
自
分
の
投
票
所
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
所
入
場
整
理
券
の
お
知
ら
せ

投
票
所
入
場
整
理
券
が
圧
着
ハ
ガ

キ
に
な
り
、
中
面
に
も
期
日
前
投
票

に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
＝
下
図
イ
ラ
ス
ト
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み

の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
す
る
と
き
は
、
入

場
整
理
券
の
投
票
用
紙
請
求
書
（
宣

誓
書
）
部
分
を
記
入
の
う
え
、
期
日

前
投
票
所
＝
図
表
１
＝
へ
持
参
し

（
忘
れ
た
場
合
は
投
票
所
の
係
員
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
）、
受
付
後
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
　

▼
指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
で
、
投
票

日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、
そ
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

広　　告

東東京京都都知知事事選選挙挙
「投票に行こう！あなたと東京のために」

告示日 ３月２４日（木） 投・開票日 ４月１０日（日）
▼図表1　期日前投票所（どの会場でも投票できます）

会　場 期日前投票のできる期間

千代田区役所　４階
選挙管理委員会室
(九段南１－２－１）

和泉橋区民館
洋室Ａ
(神田佐久間町１－１１）

３月２５日（金）～４月９日（土）
午前８時３０分～午後８時

４月３日（日）～９日（土）
午前８時３０分～午後８時
 
　　

　町区民館　
洋室Ｃ
(　町２－８）

▼図表2　郵便等で不在者投票ができる方

区　分 障害の程度

両下肢、体幹、移
動機能の障害 １級、２級

１級、３級

１級、２級、３級

特別項症、第１
項症、第２項症

特別項症、第１
項症、第２項症、
第３項症

要介護状態区分が「要介護５」である
者

両下肢、体幹の
障害

免疫、肝臓の障害

心臓、腎臓、呼吸
器、ぼうこう、直腸、
小腸の障害

身体障害者
手帳をお持ち
の方

戦傷病者手帳
をお持ちの方

介護保険の被
保険者証をお
持ちの方

心臓、腎臓、呼吸
器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓の障害

▼
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
障
害
や
要

介
護
度
の
程
度
が
定
め
ら
れ
た
等

級
＝
図
表
２
＝
に
該
当
す
る
方
は
、

郵
便
等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
請
を
し
て
、
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
に
は
日
数
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
他
の
区
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
の
不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
お
よ
び
期
日
前
投

票
期
間
に
、
出
張
や
旅
行
な
ど
で

千
代
田
区
外
に
滞
在
し
て
い
る
方

は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
事
前
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報

立
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政

見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
は
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

有
権
者
の
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

※
選
挙
公
報
は
出
張
所
な
ど
の
区

の
施
設
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
投
・
開
票
速
報

開
票
は
即
日
開
票
で
、
午
後
８

時
５０
分
か
ら
、
区
役
所
４
階
会
議

室
で
行
い
ま
す
。

投
・
開
票
の
速
報
は
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.city

.

chiyoda.lg.jp

）で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。投

票
は
投
票
開
始
か
ら
１
時
間

ご
と
の
投
票
者
数
を
、
開
票
は
午

後
９
時
３０
分
か
ら
３０
分
ご
と
の
候

補
者
別
得
票
数
を
随
時
更
新
す
る

予
定
で
す
。

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局

1
５
２
１
１
―
４
２
６
８

選挙人名簿定時登録者数
（平成23年3月2日現在）

男 ２０,１０７人（＋２０６人）
女 ２０,７３７人（＋２６９人）
合計 ４０,８４４人（＋４７５人）※カッコ内は前年比較

問合せ 選挙管理委員会事務局 1５２１１－４２６８

投
票
所
入
場
整
理
券
を

忘
れ
ず
に

投
票
日
に
投
票
所
で

投
票
で
き
な
い
方



保
険
料
の
未
納
が
な
い
４０
歳
以
上
の

方
が
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー

ジ（
保
険
適
用
を
除
く
）の
施
術
を
受

け
た
と
き
、
そ
の
利
用
料
金
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
プ
ー
ル
の
利
用

補
助
や
人
間
ド
ッ
グ
の
利
用
補
助
も

行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
使
用
で
き
る
平
成
２３
年

度
の
利
用
券
の
更
新
申
請
を
、
３
月

２４
日
（木）
か
ら
保
険
年
金
課
で
受
け
付

け
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康

保
険
証
、
ハ
ン
コ

※
各
種
保
健
事
業
の
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
４
月
上
旬
に
送
付
す
る

「
国
保
の
て
び
き
」
か
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.city

.

chiyoda.lg.jp/service/00120/

d0012071.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
い
ず
れ
も
―

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保

険
係
（
区
役
所
２
階
）

1
５
２
１
１
―
４
２
０
５

区役所の代表電話　3264ー2111（3）No. 1300 23.3.20

広　　告

平成23年3月31日（木）、4月28日（木）、5月31日（火）　午後6時～午後8時

▼東京都知事選挙　投票所一覧

投票区 投票所名 所在地 管轄区域

１ 旧 千 代 田 保 健 所
麹 町 庁 舎

２ 麹 町 区 民 館

平河町２－７－４

　町２－８

３ 番 町 小 学 校 六番町８

永田町１・２丁目、平河町１・２丁目、隼町、霞が関１～３
丁目

　町１～４丁目、紀尾井町（１～５番）、一番町、二番町

　町５・６丁目、紀尾井町（６・７番）、五番町、六番町

４ 九 段 小 学 校 三番町１６ 三番町、四番町、九段南２～４丁目、九段北２～４丁目

５ 富 士 見 区 民 館 富士見１－６－７

６
千 代 田 区 役 所
（１階区民ホール）

九段南１－２－１

８ お 茶 の 水 小 学 校 猿楽町１－１－１

９ 旧 千 代 田 保 健 所 神田錦町３－１０

神田淡路町
２－８－１

１０

和 泉 小 学 校

１１ 千 代 田 小 学 校
（神田さくら館） 神田司町２－１６

１６
昌 平 小 学 校
(昌平童夢館） 外神田３－４－７

１５ 神田和泉町１

岩本町ほほえみプラザ１４ 岩本町２－１５－３

ふ れ あ い 会 館１３ 神田須田町
２－１７

旧 今 川 中 学 校１２ 鍛冶町２－４－２

７
神 保 町 区 民 館
（神保町ひまわり館）

特別養護老人ホーム
か ん だ 連 雀

神田神保町
２－４０

飯田橋１～４丁目、富士見１・２丁目、 九段北１丁目８
～１０・１２（８～１９号）・１５番

三崎町１～３丁目、西神田１～３丁目、神田神保町２
丁目（偶数番地）、神田神保町３丁目

神田須田町１丁目、神田淡路町１・２丁目

神田須田町２丁目、神田岩本町、神田東松下町

東神田１・２丁目、岩本町１～３丁目

神田鍛冶町３丁目、神田多町２丁目、神田司町２丁目、
神田美土代町、内神田１～３丁目

外神田１～６丁目

神田駿河台３・４丁目、神田小川町１・２丁目・３丁目１
～７・９・１１・１３・１５・１７・１９・２１・２３～２８、神田錦町１
～３丁目

神田駿河台１・２丁目、猿楽町１・２丁目、神田神保町１
丁目、神田神保町２丁目（奇数番地）、一ツ橋２丁目、
神田小川町３丁目８・１０・１２・１４・１６・１８・２０・２２

鍛冶町１・２丁目、神田紺屋町、神田富山町、神田北
乗物町、神田西福田町、神田美倉町、神田東紺屋町

神田平河町、神田和泉町、神田松永町、神田練塀町、
神田花岡町、神田相生町、神田佐久間町１～４丁目、
神田佐久間河岸、東神田３丁目

大手町１・２丁目、丸の内１～３丁目、有楽町１・２丁目、
内幸町１・２丁目、日比谷公園、皇居外苑、千代田、九
段南１丁目、九段北１丁目１～７・１１・１２（１～７・２０～
３０号）・１３・１４番、北の丸公園、一ツ橋１丁目

スポーツセンターは、すぽすたち

よだクラブの会員（個人）を募集して

います。会員は、毎月の会費だけで、

トレーニングルームとプール、各競

技場（ゴルフレンジを除く）を無料で利

用できるほか、フィットネスやプー

ル、スタディプログラムも無料で受

けられます（材料費別途）。

現在、入会キャンペーンを行って

おり、期間中に入会すると、登録料

（５００円）が無料になり、ミズノスポー

ツタオルがもらえます。

キャンペーン期間 ３月２０日（日）～４月

１０日（日）

※4月1日から利用を開始する方で、３月

２０日（日）～３１日（木）に入会手続きを

完了した場合、３月中は無料で利用

できます。

対象 １５歳以上の方（中学生を除く）

月会費 区内在住者４,０００円／その他

の方５,０００円

申込み ㈰２か月分の会費㈪銀行口座

を確認できるもの（通帳など）・届出

印㈫住所を確認できるもの（運転免

許証・健康保険証など）をお持ちに

なり、直接スポーツセンター（内神

田２－１－８1３２５６－８４４４）へ。

すぽすたちよだクラブの会員募集
３月２０日（日）～４月１０日（日）「春だ、フレッシュキャンペーン」

平
成
２２
年
度
の
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
い
る
方
は
、
金
融
機
関
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
至
急
納
め

て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
が
な
い
場
合

も
、
保
険
年
金
課
（
区
役
所
２
階
）

ま
た
は
出
張
所
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
再
発
行
も
で
き
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
経
済
的
理
由
等
で
納
付
が

困
難
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
退
職
し
た
と
き

勤
務
先
を
退
職
し
て
、
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
方
や
そ
の
扶
養
家

族
の
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
方
の
家
族
で
、
他
の
健
康

保
険
に
加
入
し
な
い
方
は
、
区
の「
国

民
健
康
保
険
」に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は
国
民
健
康
保
険

の
加
入
月
（
退
職
の
翌
日
を
含
む
月
）

か
ら
で
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保

険
料
を
加
入
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

（
最
長
２
年
間
）納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

健
康
保
険
資

格
喪
失
証
明
書
、
ハ
ン
コ

■
就
職
し
た
と
き
・
家
族
等
の
扶
養
に

な
っ
た
と
き

就
職
し
て
新
た
に
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険

を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

自
分
で
や
め
る
手
続
き
を
し
な
い

と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま

ま
に
な
り
、
保
険
料
を
二
重
に
納
め

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

資
格
が
な
く
な
っ
た
国
民
健
康
保
険

証
で
診
療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
を
後

日
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
の
一
部
の
方
が
就
職
し
た
と
き

も
、
同
じ
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

勤
務
先
の
健
康

保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証（
資
格

が
な
く
な
る
方
す
べ
て
の
分
）

■
就
学
で
転
出
す
る
と
き

就
学
で
転
出
し
て
も
、
引
き
続
き

親
元
の
千
代
田
区
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
転
出

の
際
に
、
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保

険
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

在
学
証
明
書
、

転
出
先
の
住
民
票

区
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
を

手
続
き
は
１４
日
以
内
に

各
種
保
険
事
業
　
平
成
２３
年
度

利
用
券
の
更
新
は
３
月
２４
日
か
ら

国
民
健
康
保
険

各
種
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

４
月
１
日
か
ら
九
段
坂
病
院

で
、
内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
の

成
人
初
期
救
急
診
療
を
行
い
ま
す
。

診
療
所
が
閉
ま
っ
た
あ
と
に
、
急

な
発
熱
や
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
た

と
き
に
安
心
し
て
受
診
で
き
ま
す
。

対
象

１６
歳
以
上
の
方

診
療
場
所

九
段
坂
病
院
１
階
外

来
（
九
段
南
２
―
１
―
３９
）

1
３
２
６
２
―
９
１
９
１

診
療
日

月
〜
金
曜
の
１７
時
３０
分

〜
２０
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

※
受
付
時
間
は
１７
時
１５
分
〜
１９
時

４５
分
で
す
（
事
前
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
）。

九
段
坂
病
院
　
平
日
夕
診
を
開
始

４
月
１
日
（金）
に
、
二
番
町
に
私

立
認
可
保
育
園
の「
ア
ス
ク
二
番
町

保
育
園
」
と
民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の

「
二
番
町
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
を
併
設

し
た
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
内

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
時
間
内
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
25
日
（金）
14
時
〜
19
時

所
在
地

二
番
町
２
―
１
二
番
町

Ｔ
Ｓ
ビ
ル
＝
上
地
図

設
置
運
営

（株）
日
本
保
育
サ
ー
ビ
ス

機
能

保
育
園（
１
〜
３
階
）、
学

童
ク
ラ
ブ（
４
階
）

■
ア
ス
ク
二
番
町
保
育
園

定
員

70
名

開
園
時
間

７
時
〜
21
時

※
基
本
保
育
時
間
は
７
時
30
分
〜

18
時
30
分
で
、
こ
れ
以
外
は
延

長
保
育
時
間
で
す
。

対
象

就
労
・
病
気
等
の
た
め
家

庭
で
保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
０

〜
５
歳
児
（
区
内
在
住
ま
た
は

在
勤
）

保
育
内
容

基
本
保
育
の
ほ
か
、

英
語
・
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
リ

ト
ミ
ッ
ク（
音
楽
と
動
き
を
融

合
し
た
教
育
）や
ク
ッ
キ
ン
グ

保
育（
食
育
）な
ど

保
育
料

０
円
〜
５
万
７
千
５００
円

※
ク
ラ
ス
・
年
齢
や
保
護
者
の
所

得
税
額
等
に
基
づ
い
て
決
定
し

ま
す（
区
立
保
育
園
と
同
額
）。

申
込
み

（区）
子
ど
も
支
援
課
支
援

係
（
区
役
所
２
階
1
５
２
１
１

―
４
２
２
９
）
へ
。

施
設
内
覧
会

ア
ス
ク
ニ
番
町
保
育
園
・
ニ
番
町
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
施
設
内
覧
会
も
開
催

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211－4174☆

■
二
番
町
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

定
員

40
名

開
所
時
間

下
校
時
か
ら
21
時
ま

で
（
土
曜
は
８
時
〜
、
長
期
休

業
時
は
７
時
〜
）

対
象

区
内
在
住
ま
た
は
区
立
小

学
校
に
在
学
し
、
保
護
者
が
就

労
等
の
た
め
放
課
後
に
家
庭
で

世
話
を
受
け
ら
れ
な
い
小
学
１

年
生
〜
６
年
生

育
成
料

月
額
４
千
円
（
当
分
の

間
２
千
円
）

※
そ
の
他
に
、
延
長
料
金
３
千

円
・
お
や
つ
代
１
千
５００
円
程
度

申
込
み

３
月
中
は
四
番
町
学
童

ク
ラ
ブ（
四
番
町
１１
1
３
２
３
４

―
３
０
８
４
）、
４
月
以
降
は
直

接
二
番
町
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
（
電

話
番
号
未
定
〈
広
報
千
代
田
４

月
５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
〉）へ
。

※
ま
だ
定
員
に
空
き
あ
り
。

日本テレビ

ベルギー
大使館

女子学院高校

いきいきプラザ一番町番町中
央通り

アスク二番町保育園・
二番町こどもクラブ

施
設
の
概
要

２面より



No. 1300 23.3.20（4）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

昨
年
１２
月
、

神
田
す
ず
ら
ん

通
り
商
店
街
振

興
組
合
は
、
商
店
街
の
街
路
灯
を

「
す
ず
ら
ん
形
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」
に
交
換
し

ま
し
た
。

神
田
す
ず
ら
ん
通
り
で
は
、
昭

和
１２
年
ご
ろ
す
で
に
、
す
ず
ら
ん

型
の
街
路
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
交
換
し
た
街
路
灯
は
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
復
元
し
「
す
ず

ら
ん
通
り
」
の
名
を
印
象
付
け
、

親
し
み
や
す
い
商
店
街
と
し
て
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
寄
与
す
る

も
の
で
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
へ
の
変
更
は
、

区
内
の
商
店
街
で
は
初
め
て
で
、

年
間
約
１０
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
排
出
量
削

減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

設
置
数

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
２８
基

設
置
場
所

神
田
す
ず
ら
ん
通
り

（
神
田
神
保
町
１
丁
目/

駿
河
台

交
差
点
か
ら
白
山
通
り
ま
で
を

結
ぶ
靖
国
通
り
に
平
行
し
た
南

側
の
通
り
）

整
備
費
用

約
１
千
１００
万
円

整
備
費
用
は
、
商
店
街
の
支
出

の
ほ
か
、
都
と
区（
賑に

ぎ

わ
い
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
）の
補
助
金
を
受
け

て
い
ま
す
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課

普
及
啓
発
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

※
賑
わ
い
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
区
民
生
活
課
商

工
係（
1
５
２
１
１
―
４
１
８
１
）

へ
。

18

神
田
す
ず
ら
ん
通
り
商
店
街
の「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
」

2

「
と
り
あ
え
ず
」
と
、
な
ん
で

も
か
ん
で
も
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。
あ
る
い
は
、
常
温
で

販
売
さ
れ
て
い
る
食
品
を
開
封
し

た
後
も
常
温
で
保
存
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
食

品
ご
と
に
適
し
た
方
法
で
保
存
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
包
装
さ
れ

て
い
る
食
品
に
は
、
保
存
方
法
が

書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
お
り
の
方
法
で
保
存
し
て

く
だ
さ
い
。

何
も
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
は

室
温
で
保
存
で
き
ま
す
。「
冷
暗
所

に
保
存
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の

は
、
直
射
日
光
の
あ
た
ら
な
い
所

で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

「
冷
蔵
保
存
」
ま
た
は
「
１０
℃

以
下
で
保
存
」
と
書
か
れ
て
い
る

も
の
は
、
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
く

だ
さ
い
。
し
か
し
、
過
信
は
禁
物

で
す
。

今
回
は
、
冷
蔵
庫
を
使
用
す
る

際
の
注
意
点
を
説
明
し
ま
す
。

■
冷
蔵
庫
内
を
汚
染
し
な
い
よ
う

に
す
る

肉
や
魚
な
ど
は
、
ふ
た
付
き
の

容
器
に
入
れ
る
な
ど
、
周
り
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
詰
め
込
み
す
ぎ
は
禁
物
で
す

冷
気
が
流
れ
る
よ
う
、
す
き
間

を
あ
け
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
目

安
は
７
割
で
す
。

■
冷
蔵
庫
内
の
温
度
を
冷
た
く
保
つ

冷
蔵
庫
内
の
温
度
は
、
１０
℃
以

下
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
細
菌
の
多

く
は
、
１０
℃
よ
り
低
い
温
度
で
は

増
殖
が
ゆ
っ
く
り
に
な
る
か
ら
で

す
。
温
度
計
を
入
れ
る
と
、
冷
蔵

庫
内
の
温
度
を
確
認
で
き
ま
す
。

作
り
た
て
の
料
理
を
冷
蔵
保
存

す
る
場
合
は
、
あ
ら
熱
を
と
っ
て

か
ら
入
れ
ま
す
。
熱
い
物
を
冷
や

す
た
め
に
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
こ

と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

冷
蔵
庫
の
開
け
閉
め
は
短
時
間
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
清
潔
に
保
つ

冷
蔵
庫
内
を
こ
ま
め
に
掃
除
し

ま
し
ょ
う
。
パ
ッ
キ
ン
も
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
つ
い
た

ま
ま
に
す
る
と
食
べ
物
が
傷
み
や

す
く
な
り
、
冷
気
が
も
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

ま
た
、
容
器
の
外
側
は
思
っ
て

い
る
以
上
に
汚
れ
て
い
ま
す
。
開

封
前
の
も
の
は
流
通
・
販
売
時
の

ほ
こ
り
な
ど
、
開
封
後
の
も
の
は
、

食
べ
物
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ひ
と
ふ
き
し
て
か
ら
入
れ
る
と
、

冷
蔵
庫
内
の
汚
れ
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ス
１５
℃
以
下
で
保
存
」
と

書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
冷
凍
庫

で
保
存
し
ま
す
。
冷
凍
庫
の
注
意

点
は
、
冷
蔵
庫
と
同
じ
で
す
。

「
開
封
後
は
冷
蔵
」
す
る
よ
う
に

表
示
さ
れ
て
い
る
食
品
は
、
冷
蔵

庫
に
入
れ
、
書
か
れ
て
い
る
期
限

表
示
に
関
わ
ら
ず
、
早
め
に
食
べ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
レ
ト
ル
ト
食
品
に
似
た

包
装
の
食
品
の
中
に
は
、
冷
蔵
庫

で
保
存
す
べ
き
物
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
保
存
方
法
の
表
示
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

千
代
田
保
健
所
生
活
衛

生
課
食
品
衛
生
担
当

麹
町
地
区
　

1
５
２
１
１
―
８
１
６
８

神
田
地
区1

５
２
１
１
―
８
１
６
９

食
品
を
保
存
す
る
ポ
イ
ン
ト

区
の
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た

ち
の
社
会
性
や
規
範
意
識
を
育

は
ぐ
く

む
た

め
「
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
子
育
て
経
験
や
多
様
な
社
会
的

経
験
を
も
と
に
日
常
的
・
継
続
的
に

小
学
校
の
学
級
に
入
り
、
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

活
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

勤
務
内
容

学
級
に
お
け
る
児
童
の

見
守
り
や
指
導
の
サ
ポ
ー
ト
、
保

護
者
へ
の
子
育
て
支
援

勤
務
日

月
１２
日
〜
１７
日
勤
務
（
原

則
と
し
て
平
日
の
み
）

勤
務
時
間

６
時
間
４５
分（
休
憩
時

間
を
除
く
）

報
酬

１０
万
８
千
円
〜
１５
万
３
千
円

勤
務
場
所

区
立
小
学
校

資
格
等

特
に
問
い
ま
せ
ん
　

※
子
ど
も
た
ち
の
心
の
教
育
に
意
欲

の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
日

平
成
２３
年
４
月

任
期

１
年
間

採
用
方
法

・
選
考（
書
類
と
面
接
）の
上
、
採
用

を
決
定
し
ま
す
。

※
採
用
決
定
者
に
は
、
勤
務
開
始
前

に
研
修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

申
込
み

採
用
申
込
書
と
志
望
理
由

（
８００
字
程
度
、
様
式
自
由
）を
、
４

月
８
日
（金）
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵

送
で
教
育
委
員
会
指
導
課
指
導
主

事
（
〒
１０２
―
８６８８
九
段
南
１
―
２
―

１
）へ
。

※
採
用
申
込
書
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ

く

ら

し

の

安

全

安

心

・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と

と
も
に
、
伝
統
芸
能
や
芸
術
文
化
な

ど
の
維
持
・
継
続
・
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
文
化
活
動
団
体
が
自

主
的
、
自
発
的
に
実
施
す
る
文
化
活

動
事
業
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
団
体

区
内
に
活
動
拠
点
を
有

す
る
文
化
活
動
団
体

対
象
事
業

６
月
１
日
（水）
か
ら
平
成

２４
年
３
月
３１
日
（土）
ま
で
の
間
に
、

文
化
活
動
団
体
自
ら
が
主
催
・
出

演
・
経
費
の
負
担
を
行
う
事
業
の

う
ち
、
伝
統
芸
能
、
芸
術
な
ど
に

関
す
る
公
演
や
展
示
活
動

※
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
で
自
己
負
担
金
の
範
囲

（
上
限
３０
万
円
）

募
集
案
内
の
配
布
場
所

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
担
当
課
、
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
い
ず
れ
も
区
役
所
２
階
）、
出
張

所
応
募
方
法

５
月
６
日
（金）
ま
で
に
、

募
集
案
内
に
添
付
さ
れ
た
様
式
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
担
当
課
へ（
郵
送
、
Ｅ

メ
ー
ル
等
で
の
提
出
は
不
可
）。

問
合
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
課

1
５
２
１
１
―
４
１
８
０

区
は
、
昨
年
10
月
に
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画（
素
案
）へ
の
意
見
を

募
集
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
「
第
３
次

千
代
田
区
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
冊
子
は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
区
役
所
２
階
）、
千
代
田
清
掃
事
務

所
（
外
神
田
１
―
１
―
６
）
の
窓
口

で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.city

.

chiyoda.lg.jp/service/00017/

d0001789.htm
l

）で
も
、
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
と
は

こ
の
計
画
は
、
千
代
田
区
で
発
生

す
る
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
を
促
進

す
る
３
Ｒ（R

educe

〈
リ
デ
ュ
ー

ス
〉
＝
発
生
抑
制
、Reuse

〈
リ
ユ
ー

ス
〉＝
再
使
用
、R

ecycle

〈
リ
サ
イ

ク
ル
〉
＝
再
生
利
用
）の
取
組
み
と
、

ご
み
の
適
正
処
理
、
処
分
等
に
つ
い

て
示
し
た
も
の
で
す
。

計
画
の
期
間

平
成
23
〜
32
年
度
の

10
年
間

※
平
成
27
年
度
を
中
期
目
標
年
度
と

し
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
応

じ
て
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
見
直

し
ま
す
。

■
基
本
目
標

ご
み
削
減
目
標

平
成
21
年
度
の
ご

み
量（
９
万
２
千
ト
ン
）を
基
準

に
、
平
成
27
年
度（
中
期
目
標
）

＝
約
２
割
削
減
（
７
万
４
千
ト

ン
）
、
平
成
32
年
度
（
長
期
目

標
）
＝
約
３
割
削
減
（
６
万
３
千

ト
ン
）

資
源
化
率
目
標

平
成
21
年
度

（
56
％
）を
基
準
に
、
平
成
27
年
度

（
中
期
目
標
）＝
８
ポ
イ
ン
ト
増

（
64
％
）、
平
成
32
年
度（
長
期
目

標
）＝
13
ポ
イ
ン
ト
増（
69
％
）

問
合
せ

千
代
田
清
掃
事
務
所
管
理

係
　
　
1
３
２
５
１
―
０
５
６
６

第
３
次
千
代
田
区
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.city

.

chiyoda.lg.jp

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
教
育
委
員
会
の
窓
口

（
区
役
所
４
階
）
で
お
渡
し
し
ま

す
。

※
勤
務
内
容
等
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

指
導
課

1
５
２
１
１
―
４
２
８
６

環
境
体
験
学
習
や
環
境
教
育
な
ど

を
通
じ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
事
業
に
対
し
、
活

動
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

区
民
を
対
象
に
環
境
体
験
学

習
、
環
境
教
育
を
行
う
団
体

助
成
額

１
事
業
あ
た
り
１０
万
円
を

上
限

こ
れ
ま
で
の
助
成
実
績（
一
例
）

・
海
浜
清
掃
で
集
め
た
漂
流
物
で
ア

ー
ト
作
品
を
作
成

・
高
齢
者
施
設
の
花
壇
の
整
理
と
高

齢
者
と
の
交
流

・
廃
油
で
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
利

用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ベ
ン
ト

申
込
み

事
業
実
施
１
か
月
前
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
で
、
ち
よ
だ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
〒
１０１
―

００６５
西
神
田
１
―
３
―
４
西
神
田
庁

舎
４
階
1
５
２
８
２
―
３
７
１
６

6
５
２
８
２
―
３
７
１
８
○

v
o
lu
n
te
e
r@
c
h
iy
o
d
a
-

cosw
.or.jp

）へ
。

※
所
定
の
申
込
書
は
、
ち
よ
だ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

※
内
容
を
審
査
の
上
、
後
日
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

環
境
へ
の
取
組
み
を
支
援

〜
環
境
福
祉
教
育
事
業
助
成
金
〜

すずらん型の街灯

文化活動事業
助成の募集

ススククーールルラライイフフ・・
ササポポーータターーをを募募集集
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区
制
64
周
年
記
念
日
に
表
彰
さ
れ
た
方

千
代
田
区
は
、
昭
和
２２
年
３
月
１５
日
に
　
町
区
と
神
田
区
が
統
合
さ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
区
制
記
念
日
と
し
、
今
年
も
表
彰
式
を
行
い
、
特
別
功
労
者
２５
名
、
各
分
野
別
功
労
者
２０５

名（
団
体
を
含
む
）の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ

総
務
職
員
課
1
５
２
１
１
―
４
１
３
４

特特

別別

功功

労労

者者

青

山

芳

惠

伊

澤

勝

令

石

津

勝

男

石

塚

金

重

岩

崎

與

士

内

田

進

久

内

山

勝

行

大

塚

悦

弘

上

島

誠

一

神

戸

祐

三

木

内

武

郷

北

清

昭

男

小

嶋

勝

衞

佐

藤

朋

雄

篠

原

フ

ク

柴
　
山
　
謹
一
郎

新

堀

君

枝

菅

谷

晋

治

鈴

木

忠

雄

中

村

建

夫

廣

瀬

一

成

星

野

勝

利

宮

　

克

紀

和
久
井
　
紀
　
秀

渡

邊

晃

吉

分分

野野

別別

功功

労労

者者

六

番

町

町

会

会

長

三

番

町

町

会

会

計

麹
町
三
丁
目
町
会
事
業
副
部
長

平
河
町
一
丁
目
町
会
会
長

平
河
町
一
丁
目
町
会
副
会
長
兼
会
計

麹

町

六

丁

目

町

会

会

長

隼
町
町
会
婦
人
部
副
部
長

麹

町

五

丁

目

町

会

会

長

飯

田

橋

町

会

副

会

長

富
士
見
一
丁
目
町
会
経
理
部
長

九
段
二
丁
目
町
会
会
計
監
事

九

段

四

丁

目

町

会

会

計

西
神
田
町
会
保
健
衛
生
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
防
火
防
災
副
部
長

神
田
猿
楽
町
町
会
副
会
長

北
神
町
会
副
会
長
兼
防
災
部
長

神
保
町
三
丁
目
町
会
福
祉
部
長

新

井

　

巖

上

村

友

子

葛

谷

正

夫

小

池

源

朗

杉

山

文

男

布

村

定

雄

松

井

雅

子

湯

田

嘉

彦

市

石

榮

一

稲
野
辺
　
匡
　
利

木

村

迪

夫

坂

口

智

也

下

川

佳

代

高

橋

信

弘

田

端

健

兒

根

岸

　

進

長
谷
川
　
靖
　
子

神
田
猿
楽
町
町
会
防
犯
部
長

神
保
町
三
丁
目
町
会
副
会
長
兼
防
犯
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
厚
生
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
交
通
防
犯
副
部
長

神
田
猿
楽
町
町
会
防
災
部
副
部
長

神
田
猿
楽
町
町
会
文
化
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
広
報
副
部
長

小
川
町
北
三
町
会
環
境
部
長

小
川
町
北
三
町
会
衛
生
部
長

内
神
田
鎌
倉
町
会
会
計
監
査

内
神
田
鎌
倉
町
会
文
化
部
長

司
町
二
丁
目
町
会
福
祉
部
長

内
神
田
旭
町
々
会
防
犯
部
長

司

一

町

会

婦

人

部

長

司

一

町

会

理

事

小
川
町
北
三
町
会
副
会
長

小
川
町
北
部
二
丁
目
町
会
理
事

内
神
田
旭
町
々
会
副
会
長

内
神
田
鎌
倉
町
会
地
区
組
長

畑

山

浩

志

船

田

幸

男

帆

刈

武

彦

村

上

好

雄

森

本

　

潔

矢

嶋

宏

行

家

邉

幸

子

安

西

一

朗

大

築

　

勝

栗

原

　

環

児

谷

文

子

小

松

惠

子

齋

藤

康

裕

坂
　
井
　
あ
き
子

澤

田

郁

子

中

丸

　

寛

松

井

義

弘

丸

木

俊

雄

渡

辺

　

操

外
神
田
三
丁
目
金
沢
会
副
会
長

宮

本

町

会

衛

生

部

長

宮

本

町

会

会

計

監

査

神

田

同

朋

町

会

副

会

長

外
神
田
三
丁
目
金
沢
会
副
会
長

須
田
町
中
部
町
会
衛
生
部
長

須
田
町
一
丁
目
南
部
町
会
監
査

宮

本

町

会

会

長

宮

本

町

会

第

５

班

長

神
田
同
朋
町
会
文
化
厚
生
部
長

外
神
田
四
丁
目
松
富
会
副
会
長

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会
副
会
長

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会
こ
ど
も
会
役
員

外
神
田
二
丁
目
松
住
町
会
会
長

神

田

五

軒

町

々

会

監

査

外
神
田
三
丁
目
金
沢
会
会
計

外
神
田
五
丁
目
元
佐
久
町
会
副
会
長

外
神
田
三
丁
目
金
沢
会
防
災
部
長

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
会
計
部
長

岩
本
町
一
丁
目
町
会
副
会
長

神
田
佐
久
二
平
河
町
会
副
会
長

神
田
松
枝
町
会

体
育
部
長
・
第
四
部
部
長

神
田
佐
久
間
町
一
丁
目
町
会
副
会
長

岩
本
町
三
丁
目
町
会
副
会
長
・
婦
人
部
長

岩
本
町
二
丁
目
岩
井
会
顧
問

神
田
和
泉
町
町
会
副
会
長

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
地
区
幹
事

昭

和

町

会

副

会

長

神
田
和
泉
町
町
会
会
計
部
長

神
田
大
和
町
会
元
婦
人
部
長

東
神
田
町
会
副
会
長
・
体
育
部
長

岩
本
町
二
丁
目
岩
井
会
副
会
長
・
厚
生
部
長

鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
総
務
部
長

青

木

健

雄

天

野

博

光

綾

部

良

司

石

田

周

三

石

塚

勝

洪

井

上

孝

雄

岩

松

由

美

五

島

一

雄

篠
　
田
　
ミ
サ
子

竹

内

康

夫

田

中

喜

一

田

中

誠

一

塚

田

政

子

福

井

忠

雄

古

屋

豊

彦

山

口

哲

夫

山

田

　

實

山

本

正

夫

相

原

公

郎

東

　

恒

雄

飯

島

敏

一

岡

田

昭

三

神

田

甫

木

内

安

子

北
　
村

よ
し
子

後

藤

市

郎

小

林

一

治

小

林

聰

子

佐
々
木

一

澤

田

昭

夫

杉

本

節

子

野

口

憲

一

萩

原

康

彦

俣

野

幸

昭

神
田
松
枝
町
会
第
三
部
部
長

昭
和
町
会
副
会
長
・
青
年
部
長

神

田

大

和

町

会

会

長

神

田

大

和

町

会

顧

問

紺
屋
町
北
部
町
会
副
会
長
・
青
年
部
長

九
段
幼
稚
園
・
小
学
校

薬
剤
師

昌

平

幼

稚

園

歯

科

医

昌
平
幼
稚
園
・
小
学
校
耳
鼻
咽
喉
科
医

千

代

田

幼

稚

園

歯

科

医

番
町
幼
稚
園
・
九
段
中
等
教
育
学
校
眼
科
医

お
茶
の
水
幼
稚
園
薬
剤
師

富
士
見
小
学
校
耳
鼻
咽
喉
科
医

千
代
田
区
体
育
指
導
委
員

千
代
田
区
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
長
兼
副
理
事
長

千
代
田
区
柔
道
会
副
会
長
　

千
代
田
区
狩
猟
連
盟
副
会
長

千
代
田
区
水
泳
連
盟
理
事

千
代
田
区
弓
道
連
盟
常
務
理
事

千
代
田
区
水
泳
連
盟
理
事

千
代
田
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
理
事
競
技
部
長

千
代
田
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
常
任
理
事
競
技
部
長

千
代
田
区
陸
上
競
技
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
少
年
野
球
連
盟
理
事
長

千
代
田
区
軟
式
野
球
連
盟
理
事

千
代
田
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
理
事

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
役
員（
会
計
）

ち
よ
だ
文
化
連
盟
副
代
表
幹
事

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
役
員
（
運
営
委
員
）

千
代
田
区
少
年
少
女
指
導
者
協
議
会
副
会
長

千
代
田
区
少
年
少
女
指
導
者
協
議
会
役
員（
運
営
委
員
）

千
代
田
区
文
化
芸
術
協
会

常
任
理
事

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
千
代
田
第
１
団
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
　
隊
長

千
代
田
区
文
化
芸
術
協
会

副
理
事
長

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
千
代
田
第
６
団
ボ
ー
イ
隊
隊
長

千
代
田
区
文
化
財
保
護
審
議
会
副
会
長

丸

田

　

勉

溝

本

智

之

山

口

弘

一

吉

田

允

俊

和

合

征

夫

池

田

賢

一

伊

藤

知

幸

金

沢

致

吉

橋

本

雅

之

東

山

一

洋

増

渕

英

寿

八

幡

則

子

池

田

友

規

石
　
福
　
み
ゑ
子

井

出

隆

雄

川

上

慶

和

佐
々
木
　
和
　
子

土

屋

勝

彦

仲

丸

郁

子

中

村

匠

一

波
多
江
　
真
　
之

前

田

芳

男

諸

田

弘

幸

結

城

信

哉

渡

邊

光

代

石

岡

一

晃

石
　
坂
　
八
重
子

大

森

弘

雄

川

原

　

弘

内

藤

恵

子

本

間

次

郎

矢

島

功

一

安

田

郁

子

山

本

高

明

初

田

亨

御
茶
の
水
美
術
学
院
指
導
部
長

一
般
社
団
法
人
ゆ
と
り
ち
よ
だ
理
事

東
京
商
工
会
議
所
千
代
田
支
部
相
談
役

千
代
田
区
商
店
街
連
合
会
副
会
長

千
代
田
区
商
工
業
連
合
会
理
事

東
京
商
工
会
議
所
千
代
田
支
部
相
談
役

日
比
谷
公
園
睦
会
商
店
会
会
長

千
代
田
区
商
工
業
連
合
会
副
会
長

一
般
社
団
法
人
ゆ
と
り
ち
よ
だ
監
事

神
田
す
ず
ら
ん
通
り
商
店
街
振
興
組
合
常
務
理
事

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
理
事

一
般
社
団
法
人
ゆ
と
り
ち
よ
だ
理
事

小

川

町

商

光

会

会

長

東
京
商
工
会
議
所
千
代
田
支
部
相
談
役

東
京
商
工
会
議
所
千
代
田
支
部
相
談
役

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
名
店
会
会
長

神
田
白
山
通
り
商
愛
会
会
長

東
京
商
工
会
議
所
千
代
田
支
部
相
談
役

千
代
田
区
商
工
業
連
合
会
理
事

ま

え

だ

れ

会

副

会

長

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
理
事

神
保
町
地
区
長
寿
会
副
会
長

保

護

司

青
少
年
対
策
万
世
橋
地
区
委
員
会
副
会
長

保

護

司

万

世

呉

竹

会

会

計

理

事

介

護

認

定

審

査

会

委

員

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会
肢
体
障
害
部
評
議
員

和

泉

橋

菊

寿

会

理

事

青
少
年
対
策
万
世
橋
地
区
委
員
会
副
会
長

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会
肢
体
障
害
部
評
議
員

神
保
町
地
区
長
寿
会
監
事

青
少
年
対
策
万
世
橋
地
区
委
員
会
副
会
長

小

林

正

勝

石

原

明

子

市

村

道

子

大

島

義

和

大

橋

信

夫

角

田

光

正

川

岸

信

之

小

坂

　

明

小

玉

隆

史

齊

田

精

一

貞

国

　

鎭

島

田

靖

博

鈴

木

敏

雄

左
右
田
　
大
　
美

田

澤

志

郎

田

邊

惠

三

塚
　
本
　
レ
イ
子

中

島

　

潜

仲

野

敏

夫

長
谷
川
　
　
　
裕

原

田

恒

男

福

山

正

孝

古

田

明

光

八

木

孝

夫

遠

藤

カ

ネ

小

田

　

晃

恩

納

祥

子

國

岡

　

勇

小

林

久

子

近

藤

伸

宏

櫻

井

泰

男

佐

原

ゑ

ん

鈴

木

正

子

武

石

敬

三

立

川

シ

ズ

田

中

善

雄

保

護

司

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
監
事

和

泉

橋

菊

寿

会

副

会

長

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会
視
覚
障
害
部
評
議
員

富
士
見
地
区
富
久
寿
会
理
事

万

世

呉

竹

会

会

計

理

事

保

護

司

長

寿

会

長

寿

会

有
価
物
集
団
回
収
実
施
団
体

有
価
物
集
団
回
収
実
施
団
体

清

掃

活

動

協

力

団

体

清

掃

活

動

協

力

団

体

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

統

計

調

査

員

統

計

調

査

員

統

計

調

査

員

統

計

調

査

員

統

計

調

査

員

統

計

調

査

員

統

計

調

査

員

社
団
法
人
神
田
青
色
申
告
会
理
事

東
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サンキューイーワ

現在、国民健康保険の一部負担金
の割合が２割の方は、平成２３年３月
３１日までは１割ですが、引き続き平
成２４年３月３１日まで延長されます。
これに伴い、７０歳～７４歳の方に、

平成２３年７月３１日まで１割と記載さ
れた新しい「国民健康保険高齢受
給者証」を、３月２４日(木)ごろにお
送りします。
問合せ 保険年金課国民健康保険

係 1５２１１－４２０５

■保険料の納め忘れはありませんか
平成２２年度の後期高齢者医療保

険料を納め忘れている方は、金融
機関・コンビニエンスストア・区役
所・出張所等で至急納めてくださ
い。納付書を紛失した場合は郵送
しますので、ご連絡ください。
■保険料の年金からの引落し（特別
徴収）について
後期高齢者医療保険料を年金か

▲東京マラソン2011車いすの部（飯田橋駅付近）

らの引落し（特別徴収）で納めている
方の､４月・６月・８月の３回分の引落し
額は、平成２３年２月に引き落とされ
た額と同じです。
これは、平成２２年の所得金額が

未確定のため、２月の保険料と同額
を徴収するものです。
平成２３年度の保険料は７月下旬に

決定し、後期高齢者医療保険料決
定通知書を送付します。

―いずれも―
問合せ 保険年金課後期高齢者医
療係　　　1５２１１－４２０６
■はり・きゅう、マッサージ等の
利用券の更新
平成２２年度の利用券の交付を受

けていて、保険料の未納がなく、すで
にお送りした往復ハガキで「申請
します」と返信された方には、平成
２３年度の利用券を順次郵送してい
ます。
また、新規に交付を希望する方

は、３月２４日(木)から受け付けます。
ハンコと保険証をお持ちになって
保険年金課(区役所２階)で手続きを
してください。
問合せ 保険年金課国民健康保険
係　　 1５２１１－４２０５

高齢者センター 春からはじめる講座・講習会　

会　　場 と　　　き 毎週 

いきいきプラザ一番町（一番町１２） 

岩本町ほほえみプラザ（岩本町２－１５－３） 

高齢者センター（神田神保町２－２０） 

神田公園区民館（神田司町２－２） 

万世橋区民会館（外神田１－１－１１） 

ちよだパークサイドプラザ（神田和泉町１） 

富士見あんず館（富士見１－１１－８） 

神田児童館（外神田３－４－７昌平童夢館５階） 

４/５・１２・１９・２６ 午前１０時～正午 

４/４・１１・１８・２５ 午前１０時～正午 

４/６・１３・２０・２７  午前１０時～正午  

４/６・１３・２０・２７ 午後1時３０分～３時３０分 

４/１４・２１・２８ 午前１０時～正午 

４/７ 午前１０時～正午 

４/７・１４・２１・２８ 午後1時３０分～３時３０分 

４/１・１５ 午後1時３０分～３時３０分 

４/１・１５ 午前１０時～正午 

４/４・１１・１８・２５ 午後２時～４時 

４/５・１２・１９・２６ 午後1時３０分～３時３０分 

富士見区民館 （富士見１－６－７） 

かんだ連雀 （神田淡路町２－８－１） 

　町区民館 （　町２－８） 

 

火 

火 

水 

水 

木 

第１ 
木 

第１・３ 
金 

第２～４ 
木 

第１・３ 
金 

月 

月 

高齢介護課介護予防係　1５２１１－４２２２ 
※区内在住で６５歳以上の方、当日直接会場へ。 シルバートレーニングスタジオ 

 

 

と　き 内　容 定員・参加費会場および集合場所

ジロールはあとサロン
（神田佐久間町３－１６－６）

一番町はあとサロン
（一番町１２）

かんだ連雀はあとサロン
（神田淡路町２－８－１）

マンドリン演奏会

ソープバスケット作り

中国楽器の演奏会

切手整理サロン

４月２３日（土）
午後２時～３時

４月１４日（木）
午後１時３０分～３時

４月４日（月）
午後１時３０分～２時３０分

４月１日（金）
午前１１時～午後４時

３０名
無料

６名
１００円

１０名
無料

定員なし
無料

三崎町ふれあいサロン
（三崎町３－１－１７）

※各サロンは週２日～５日開室。このほかにもいろいろなプログラムを用意しています。

はあとサロン
高齢者が気軽に立ち寄れる交流スペースです。

対　象　６０歳以上の区内在住者（申込順）　
申込み　前日までに、各サロンへ直接申し込むか
　電話またはファクシミリ（８面参照）で社会福祉
　協議会（1５２８２－３７１１6５２８２－３７１８）へ。　

 

保健ガイド（予約制） 
 と　　き 

 

 

 事 業 名 ・ 対 象 な ど  

 

実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北１－２－１４） 
1５２１１－８１６１　6５２１１－８１９２ 

４/１（金）・８（金）・１５（金）・２２（金） 
午前９時３０分～午後２時３０分 
 

一般精神デイケア  
　区内在住で心の病気のある方 

 
難病リハビリ教室（相談・指導） ４/２７（水）午後１時３０分～３時 

在宅療養者訪問指導（保健師・理学療法士） 随時実施 

４/１３（水）・２０（水）・２７（水） 
午前９時３０分～１１時 
午後１時３０分～３時 
※２７日（水）は午前のみ 
 

 

機能訓練  
　要介護認定を受けていない２０歳以上の 
　区内在住で身体の機能維持・回復を必 
　要としている方 

後期高齢者医療制度

千代田清掃事務所は、可燃ご
み・不燃ごみ・資源等を集積所ま
で出すことが困難で、親族や近隣
の協力等が得られない高齢者・障
害者等の世帯を対象に、直接お宅
に訪問して収集する「ふれあい収
集」を実施しています。
４月以降、清掃事務所の職員が

｢高齢者安心生活見守り隊｣の一員
として、声かけなどをしながら収
集します。ふれあい収集を希望す
る方は、お問い合わせください。
対象
・６５歳以上のひとり暮らしの方
・高齢者のみの世帯の方

・障害があるひとり暮らしの方
・障害者のみの世帯の方
問合せ 千代田清掃事務所作業係

1３２５１－０５６６
※高齢者安心生活見守り隊につい
ては、高齢介護課相談係(1
５２１１－４２２１)へお問い
合わせください。

清掃事務所の職員が高齢者等を見守ります

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

高齢者サービスのしおりを配布

講座・講習会名 時間 定員・参加費 回数 開始日 曜日 

 

 

 

  

午後１時３０分 
　　　　　～３時 

午前１０時３０分 
　　　　  ～正午 

午後１時３０分 
  　　～２時３０分 

午後１時 
　　　～２時３０分 

午前９時３０分 
　　　　 ～正午 

午前１０時～正午 
（３回目のみ９時３０分～） 

午後０時１０分 
　　  ～１時１５分 

午後１時３０分 
              ～３時 

午後１時３０分 
       ～２時３０分 

５月７日 

６月６日 

５月２４日 

５月１０日 

土 

月 

火 

４月２５日 

５月９日 

４月２１日 

月 

木 

月 

４月１１日 

４月１５日 

４月２３日 

月 

金 

土 

火 

野末陳平と楽しむ 
続・中国名言の旅 

日本映画の魅力 

カメラ【写真】に親しむ 
～一眼レフ～ 

野草と木の花探検　　
（皇居東御苑） 

お花をもっと身近に！かん 
たんフラワーアレンジメント 

楽しく健康歩き 
（愛宕山周辺ほか） 

自彊(じきょう)術～かんた
んストレッチで老化防止～ 

　町絵手紙講習会 
（一番町集会室） 

神田公園唱歌講習会 
（スポーツセンター） 

３０名 
５００円 
 

１５名 
３００円 
 

２０名 
２,１００円 
 

１６名 
１,０００円 
 

１５名 
１００円 
 

４０名 
３００円 
 

※１  （　）書きのないものは、高齢者センターで行います。 
※２  参加費のほかに、外出時の交通費等の実費がかかります。 
＊ 実施日・内容等詳しくは、お問い合わせください。 

 

全６回 

全３回 

 

全３回 

２０名 
３５０円※２ 

３０名 
６００円※２ 

全１回 

全２回 

全３回 

午後１時 
  　　～２時４５分 

アートで脳トレ！描いて作っ
て認知症予防！臨床美術講座 

全３回 

２０名 
５００円 

２０名 
５００円 

全１１回 

全１１回 

全７回 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

新しい講習会が目白押しです。1
人で複数の講座・講習会に申し込
めます（抽選）。さまざまな講習会に
参加してみませんか。
とき･会場･内容等 下表のとおり
対象 ６０歳以上の区内在住者
申込み ３月２８日(月)までにハガキ1
枚を持って、直接高齢者センター
窓口(神田神保町２－２０1３２６５－
３９８１)へ。
※電話または郵送での申込みはで
きません。

※参加するには、高齢者センター
の利用登録が必要です。
※４月６日(水)までに返信がない場
合は、お問い合わせください。

お送りします
｢国民健康保険高齢受給者証｣

６５歳以上の高齢者がいる区内の
全世帯へ、平成２３年度版「高齢者
サービスのしおり｣を３月下旬にお
届けします。高齢者のためのさま
ざまなサービスや相談窓口の紹介
などを掲載しています。ぜひご活
用ください。
問合せ 高齢介護課管理係

1５２１１－４２２３

４月からのふれあい収集



（7）No. 1300 23.3.20 区役所の代表電話　3264ー2111

▲ひなまつり（西神田保育園）

高校生等の医療費助成を開始します
４月１日から、これまで中学生ま

でを対象にしていた「子ども医療費
助成」を高校生等まで拡大します。
詳しくはお問い合わせください。
対象 １５歳に達した日以後の最初の
４月１日から１８歳に達した日以後の
最初の３月３１日までの間にある子
ども
※一部対象外の場合があります。

手続き等 医療機関の窓口で支払っ
た保険点数記載の領収書原本と、
お子さんの健康保険証、保護者の
振込口座名、認印を持参の上、区
に申請してください。内容等を審
査後、保険適用診療部分の金額を
指定の口座へ振り込みます。
問合せ 子ども支援課手当・医療係

1５２１１－４２３０

完璧な親なんていない
ノーバディーズ・パーフェクト

4月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

3月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

健康ちぇっく（予約制）
 と　　き 事 業 名 ・ 対 象 な ど

　

食べ方相談室
　区内在住の乳幼児の保護者
・食事に時間がかかる、丸飲みする、好き嫌いが多い、口にた
　めて飲み込まないなど、子どもの食べ方に関する相談

栄養相談
　生活習慣病の予防と改善、離乳食など食事に関する相談

まま・ぱぱ相談
　主に初妊婦（妊娠中期）とその家族

実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北１－２－１４）
1５２１１－８１６１　6５２１１－８１９２ 

歯科保健相談（歯科健診）
　区内在住の乳幼児・学童・妊産婦の方
※歯科健診やむし歯予防のためのフッ化物塗布など

もぐもぐ教室
　区内在住の６か月児と保護者
・食べ方の発達や離乳食に関する講習会、予約不要（対象
　者には通知します）

随時受付９時～１７時

４/４（月）・１１（月）・１８（月）
１３時３０分～１６時

アレルギー相談
　０歳～１５歳のアレルギー相談 ４/１２（火）１４時３０分～１５時

４/１９（火）１３時３０分～１５時

４/１９（火）１５時３０分～１６時３０分

４/２５（月）１３時３０分～１５時

４/９（土）・２０（水）・２３（土）９時～１１時
４/１４（木）・２７（水）１３時～１６時

ビーバー教室
　区内在住の１１か月～1歳６か月児とその保護者（対象者に
　は生後１１か月に通知します）
・離乳完了期のお口の機能に合わせた食べ方やむし歯予防
　のポイント、離乳の完了と間食のとり方について

●消防署病院案内（24時間）
　丸の内　3215－0119　　　町　3264－0119　　神田　3257－0119

●医療機関案内サービス「ひまわり」（24時間） 5272－0303
 http://www.himawari.metro.tokyo.jp

●消防庁救急・相談センター（24時間）1♯7119（ダイヤル回線からは13212－2323）

休
日
診
療
案
内
等

■平日準夜間の小児科診療（月～金曜19時～22時、 中学生以下）
　ちよだこども救急室・駿河台日本大学病院（13293－1711神田駿河台1－8－13）　

開設日 診療科目 診療時間 実施場所電話番号（開設日のみ）

４月の休日応急診療

1５２１１－８２０２

1５２１１－８２０３

1５２１１－８１９７

※受診するときは、事前に電話でお問い合わせください。※健康保険証が必要です。
※受付は診療時間終了の３０分前までです。

千代田保健所1５２１１－８１６１6５２１１－８１９２
※千代田保健所は昨年９月２１日に移転しました。

千代田保健所
（九段北１－２－１４）

 ３日・１０日
１７日・２４日
２９日

内科・小児科

歯 科

調 剤 薬 局

９時～２２時

９時～１７時

９時～２２時
最寄り駅＝九段下駅
　　　　　５番出口

作って、飛ばして
立体紙ヒコーキ

児童館の日曜開放を始めます
平成２３年度から、乳幼児とその保護

者等が、安全で安心できる遊び場や交
流の場として、月に２回、日曜日に児
童館の施設開放を始めます。日ごろ、
忙しい保護者の方もお子さんと一緒に
遊びに来てください。
とき 毎月第２・第４日曜９時～１７時
※日時等が変更になる場合があります
ので、各施設が発行する「児童館だ
より」等でご確認ください。
開放施設 下図表のとおり
※一時預かり保育は実施しません。

問合せ 児童・家庭支援センター
1５２９８－２４２４

毎月
第４日曜

毎月
第２日曜

一番町児童館
（一番町１０1３２３０－０８６６）

４月１０日､６月１２日､８月１４日､１０月９日､
１２月１１日､平成２４年２月１２日

５月８日､７月１０日､９月１１日､１１月１３日､
平成２４年１月８日､３月１１日

４月２４日､６月２６日､８月２８日､１０月２３日､
１２月２５日､平成２４年２月２６日

５月２２日､７月２４日､９月２５日､１１月２７日､
平成２４年１月２２日､３月２５日

四番町児童館
（四番町１１1３２３４－３０８４）

西神田児童センター
(西神田２－６－２1５２１５－９０６２）

神田児童館
(外神田３－４－７1３２５３－６０２１）

▼平成23年度の日曜開放の日程

開  放  日施  設  名

神田川船の会 親子２０組４０名を招待
親子で船から江戸～東京の街巡りを

してみませんか。
とき ５月２１日（土）午前の部＝８時５０分
集合・９時２０分～１１時４０分／午後の
部＝１２時４０分集合・１３時１０分～１５時
３０分
会場 東京水辺ライン（ＪＲ両国駅西
口徒歩３分／両国国技館前集合・解
散）
対象 区内在住・在学の小学１年生～６
年生（保護者同伴２名１組）各回１０組
２０名（抽選）
コース 神田川→日本橋川→小名木川
申込み ４月１４日（木）（必着）までにハガ
キ（８面参照）に参加者全員の必要事
項・希望の部を記入し神田川事務局
千代田区親子係（〒１３５－００１６江東区

東陽２－２－２０東京ＹＭＣＡ東陽町コ
ミュニティセンター内1３６１５－
５５６５）へ。

※天候・潮の満干により、コースを変更す
ることがあります。
※一般受付（大人３,３００円／小・中学生
２,２００円）も行います。

５月２１日（土）

▲お茶の水橋付近

麻しん風しん混合予防接種
２回目の接種はお済みですか

西神田児童センター

■春休み図工室スペシャルでエコ工作
春休みの図工室で、日本大学のお兄

さんお姉さんとエコ工作をしてみませ
んか。
第1弾　エコキャンドル作り
３月２３日(水)１０時～

第2弾　エコ楽器作り
３月２９日(火)１０時～

―いずれも―
区内在住・在学・在園の幼児・小学

生、西神田２－６－２1５２１５－９０６２、
当日直接会場へ。

子育ての悩みや困ったことなど｢私｣
にあった対処法を見つけませんか。子
育て中の保護者の支えになる講座とし
て、多くの方の参加があります。
５月６日～６月１０日の毎週金曜(全６回)
１０時～１２時、神田児童館(外神田３－

４－７)、区内在住の３か月～２歳未満の
子どもがいる保護者１６名(申込順〈初め
て参加する方優先〉・全回参加できる
方)、講師＝古賀美由紀さん(臨床心理
士)、参加費＝３００円(お茶代)、３月２３日
(水)９時から電話で児童・家庭支援センタ
ー(1５２９８－２４２４)へ。
※託児サービス（要予約）あり。

麻しん・風しんの予防には、ＭＲ
(麻しん風しん混合)予防接種を２回受
診することが欠かせません。幼稚園･
保育園等の年長児、中学1年生、高校
３年生相当の年齢の方には、接種票を
お送りしています。まだ接種が済んで
いない方は、３月３１日(木)までに接種を
してください。
詳しくは、かかりつけ医または千代

田保健所にお問い合わせください。
千代田保健所健康推進課

1５２１１－８１７２

５月５日(祝)第１部＝１０時～１２時／第２
部＝１３時３０分～１５時３０分、アルカディア
市ヶ谷(九段北４－２－２５)、小学生と一般
の方各部１２０名(申込順)、内容＝紙ヒコ

ーキの制作と実際の飛行(第1部＝てん
とう虫型の紙ヒコーキと発展機／第２
部＝旅客機型紙ヒコーキと発展機)、
講師＝アンドリュー･デュアーさん(桜
の聖母短期大学教授)､４月２５日(月)(必着)
までに所定の申込書(ホームページか
らダウンロード)を郵送･ファクシミリ
またはＥメールで(財)私学研修福祉会研
修事業部(〒１０２－００７３九段北４－２－２５
1３２２２－１００６6３２２２－５７４９ kensyu
@skf.or.jp http://www.skf.or.jp/
kensyu/)へ。
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江戸時代末期の浮世絵師・歌川広重
の代表作「東海道五十三次」と「木曽街
道六拾九次」を、区内在住の望月義也
さんの協力で展示します。
４月３日（日）～1７日（日）１０時～１８時（最終

日は１７時まで）、九段生涯学習館２階ギ
ャラリー（九段南１－５－１０）
文化スポーツ課文化振興係

1５２１１－３６２８　

区民葬儀指定業者の協力で実施して
いる区民葬儀の火葬料金（民営火葬場）
が、燃料費の高騰等により、４月１日（金）か
ら次のとおり改定されます。
改定料金 大人５３,１００円／小人（６歳以
下）２９,０００円
区民生活課管理係　　1５２１１－４１８１

自動車税・軽自動車税は、４月１日現在
の所有者（割賦販売の場合は使用者）に
課税されます。譲渡・廃車・定置場の変
更、名義人の住所変更等があった場合
は、次の場所で手続きをしてください。
手続きをしないと、所有していないの
に課税されるなど、適正に課税されま
せんのでご注意ください。
・自動車・オートバイ（１２５ｃｃ超） 東
京運輸支局（品川区東大井１－１２－１７）

1０５０－５５４０－２０３０
・オートバイ（１２５ｃｃ以下）・小型特殊自
動車 （区）税務課納税促進係（区役所

２階） 1５２１１－４１９３
・軽自動車（排気量６６０ｃｃ以下の四輪
車・三輪車） 軽自動車検査協会東
京主管事務所（港区港南３－３－７）

1３４７２－１５６１

自己所有の土地・家屋と同一区内の
他の土地・家屋の価格を比較し、所有
する固定資産の価格が適正かどうかを
確認することができます。
縦覧期間 ４月１日（金）～６月３０日（木）９時
～１７時（土・日・祝日を除く）
縦覧場所 土地・家屋の所在する区の
都税事務所
縦覧できる方 平成２３年１月１日現在、
当該区内に土地・家屋を所有する固
定資産税の納税者
※所有していない資産の縦覧帳簿の縦
覧はできません。
※縦覧の際は、本人・代理人とも運転
免許証など官公署発行の顔写真付書
類または複数の書類の提示（健康保
険証とキャッシュカードなどの組合
せ）が必要です。代理人の場合は納
税者本人が署名押印した委任状も必
要です。
千代田都税事務所　1３２５２－７１４１

３月に２０歳になる方（４月１日生まれ
を含む）で、平成２２年度の国民年金保
険料の学生納付特例を希望する方は、
４月２８日（木）までに保険年金課（区役所

２階）または出張所の窓口で国民年金
の加入の届出と学生納付特例の申請を
行ってください。
４月のみ、平成２２年度と平成２３年度

の申請を同時に行うことができます。
期限を過ぎると平成２２年度の学生納付
特例の申請はできなくなり、保険料の
納付が必要になります。
■学生納付特例は毎年申請を
平成２２年度に申請した方で、次年度

以降も希望する場合は、平成２３年度の
申請を４月１日（金）以降に行ってくださ
い。郵送での手続きも可能です。詳し
くは、お問い合わせください。
保険年金課国民年金係1５２１１－４２０２

種目 ①幹部候補生②一般曹候補生③
予備自衛官補（一般・技能）
募集対象 ①＝２０歳以上２６歳未満の

方（２２歳未満の方は大学卒業見込み
を含む）／大学院卒業見込み者は２８
歳未満の方②＝１８歳以上２７歳未満
の方（高校卒業見込みを含む）③一般
公募＝１８歳以上３４歳未満の方／技
能公募＝１８歳以上で有資格保持経験
年数により５３歳から５５歳未満の方
（技能公募の有資格についてはお問
い合わせください）
申込期間 ①②＝５月６日（金）（必着）ま
で③第１回＝４月６日（水）（必着）まで／
第２回＝７月１９日（火）～１０月５日（水）（必
着）
※③は第１回で定員に達した場合、第
２回を実施しない場合があります。
問合せ 自衛隊東京地方協力本部港出
張所　　　　　　　 1３５９１－５１０１

http://www.mod.go.jp/pco/
tokyo/minato/index.html

区民葬儀の火葬料金を改定

区 民 相 談

MIW相談室

保 健 福 祉
オ ン ブ ズ
パーソン相談

（予約制）

消 費 生 活
相 談

福 祉 専 門
法 律 相 談

成 年 後 見
制 度 相 談

介 護 者 の
た め の
カウンセリング

親 と 子 の
心 理 相 談

ひとり親家庭
の 相 談

（予約制）

（予約制）

区民相談室
（区役所２階）

区内在住・在
勤者

区内在住・在
勤・在学者

区内在住・在
勤・在学者

どなたでも

区内在住者と
その家族、在
勤・在学者

１８歳未満で
区内在住・在
学のお子さん
がいる家庭

区内在住の
ひ と り 親
家 庭 の 方

高齢者を介護
している区内
在住者

区内在住の高
齢者を介護し
ている方

区役所会議室

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

消 費 生 活
セ ン タ ー

区 民 相 談 室

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

西神田庁舎
３階（西神田
１－３－４）

（区役所１０階）

（区役所２階）

（区役所２階）

（区役所１０階）

児 童・家 庭
支援センター
（神田さくら館
６階）

生活福祉課
生活支援係
（区役所３階）

法律相談（予約制）

税務相談

消費者相談に消費生活相談員が応じ
ます。

多重債務特別相談に弁護士が応じま
す（予約制）。

夫婦関係・子育て・セクシュアルハラス
メント・ドメスティックバイオレンスな
どの悩みに女性カウンセラーが応じま
す。＊は英語での相談も受け付けます。
託児サービス（有料・要予約）あり。

区や事業者が提供する保健福祉サー
ビス全般への不満・苦情を受け付けま
す。郵送での相談も受け付けます。
〒１０２－８６８８九段南１－２－１福祉総務
課保健福祉オンブズパーソンへ。

福祉や成年後見制度、消費者被害に関
する悩みごとのほか、相続や遺言の相
談に弁護士が応じます。

成年後見制度の利用相談のほか、後見
活動の悩みや不安にお答えします。

毎日（土・日・祝日を除く）８時３０分
～１７時

介護をすることから生じるストレスに
関すること（介護ストレス・家族不仲・
家族間暴力・高齢者虐待等）に専門カ
ウンセラーが応じます。

就職やそのための資格取得、生活費な
どの困りごとへの相談に応じます。

子どもや家庭の相談に臨床心理士が
お答えします。

行政書士相談

一般相談

土地家屋調査士相談

福祉総務課
1５２１１－４２１０

消費生活センター
1５２１１－４３１４

※話し中の場合
1５２１１－８８４５　

MIW相談室
1５２１１－４３１６

区民相談室
1５２１１－４１７６

1５２８２－３１００

社会福祉協議会
ちよだ成年後見センター

高齢介護課在宅支援係
1５２１１－４２２０

生活福祉課生活支援係
1５２１１－４２１５

児童・家庭支援センター
予約相談専用電話
1３２５６－８１５０

４月の各種相談（無料）
名　称 場　所 内　　容 問合せと　き対　象

 １（金）・６（水）・８（金）・１３（水）・１５（金）・２０（水）・２２（金）・

不動産相談

毎日（土・日・祝日を除く）
９時３０分～１６時

２８（木）１３時～１５時１５分

１４（木）澄川洋子弁護士
２８（木）石川宏弁護士
１４時～１６時２０分

５（火）１０時３０分～１２時
神村富美子さん（臨床心理士）

毎日（土・日・祝日を除く）９時～１７時

１３（水）池田惠利子委員（社会福祉士）
１４時～１６時

毎日（土・日・祝日を除く）８時３０分～１７時

人権身の上相談・行政相談・
社会保険労務相談

司法書士相談

ミ ュ ウ

日程が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

（予約制）

５（火）・１９（火）１０時～１７時

１（金）＊・２（土）・６（水）・９（土）＊・１４（木）・１５（金）＊・
１６（土）・２０（水）・２３（土）＊・２８（木）・３０（土）
１０時３０分～１５時３０分

７（木）・８（金）＊・１３（水）・２１（木）・２２（金）＊・２７（水）
１７時～２１時

２７（水）１３時～１５時３０分

１４（木）１３時～１５時

１２（火）１３時～１５時

２１（木）１３時～１５時

６（水）・１９（火）１３時～１５時

７（木）・１４（木）・２１（木）・２８（木）１３時～１５時

１４（木）・２８（木）１３時～１５時

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―

生
活
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

土地・家屋価格等縦覧帳簿の
縦覧（東京２３区内）

４月３日（日）～1７日（日）
浮世絵鑑賞　歌川広重展

３月に２０歳になる方へ
国民年金の加入手続きを忘れずに

４月からストックヤードでも蛍光管を回収

４月から次のストックヤードでも
蛍光管を回収し、リサイクルを始め
ます。
回収場所 麹町・富士見・神田公園・
和泉橋出張所、西神田コスモス館
（西神田２－６－２）、千代田清掃事務
所（外神田１－１－６）、飯田橋車庫
（飯田橋３－１３－２）、リサイクルセン
ター鎌倉橋（内神田２－１－８）の各
ストックヤード
回収対象 直管・丸管・電球型蛍光管

出し方 蛍光管が入っている紙状の
包みに入れて「専用の回収容器」
に入れてください。包みがない場
合は、新聞紙などに包んでくださ
い。
※お近くにストックヤードがない方
は、今まで通り「不燃ごみ」の日に
出してください。
※電球は、今まで通り「不燃ごみ」と
して出してください。
千代田清掃事務所　1３２５１－０５６６

自動車税等の手続きを

自衛官を募集



４月１０日（日）９時３０分～、スポーツセン
ター（内神田２－１－８）、区内在住・在勤
者、参加費＝５００円、４月６日（水）（必着）ま

でに所定の申込書（スポーツセンターで
配布）を郵送またはファクシミリで千代
田区弓道連盟・山田（〒１０２－００７２飯田
橋１－７－１１1３２６１－１７０５6３２６２－
６８０７）へ。

４月２９日（祝）９時～、スポーツセンター
（内神田２－１－８）、区内在住・在勤で千
代田区バドミントン協会の平成２３年度
登録者、種目＝男子・女子ダブルス、参
加費＝１人１,０００円、４月９日（土）（必着）ま
でに所定の申込書（スポーツセンターで
配布）を郵送で千代田区バドミントン協
会・波多江（〒１６５－００３４中野区大和町
４－２６－６）へ。
千代田区バドミントン協会・前川

1０９０－７７１５－４３３９

５月２６日～７月１４日の毎週木曜（全８
回）１８時３０分～１９時３０分、神田さくら
館（神田司町２－１６）、１６歳以上の区内
在住・在勤者３０名（抽選）、指導＝　島
和佳恵さん（フィットネスプランナー）、
参加費＝２,０００円（傷害保険料を含む）、
５月７日（土）（必着）までに往復ハガキ（８
面参照・1人1枚）に緊急連絡先を記入
しスポーツセンター（〒１０１－００４７内神
田２－１－８1３２５６－８４４４）へ。

（9）No. 1300 23.3.20 区役所の代表電話　3264ー2111

 健康チェック（予約制）

４/１４（木）９時～１０時

肝炎ウイルス検査

４/２６（火）９時～１６時
生活習慣病予防相談　
　区内在住で２０歳以上の方
・血管年齢を測定します（栄養・運動・その他）。

実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北１－２－１４）
1５２１１－８１６１　6５２１１－８１９２ 

４/１４（木）９時～１０時

健康相談　
　　区内在住で１６歳以上の方
・血液・骨密度等の健診を有料で行います。なお、身
   体計測は無料。診断書は発行しません。
・３日前までに申し込んでください。
・結果は原則郵送します。医師の結果説明を希望す
　る場合は、翌月の指定日になります（骨密度のみ当
　日の結果説明可）。

　区内在住で過去に肝炎ウイルス検査を受けていな
　い方
・３日前までに申し込んでください。
・結果は原則郵送します。医師の結果説明を希望す
　る場合は、翌月の指定日になります。

４/１（金）・５（火）・８（金）・１２（火）・１５（金）・
１９（火）・２２（金）
１３時～１６時

　細菌検査（赤痢・腸チフス・パラチフス・サルモネラ・
  O１５７の健康管理検便）
　区内在住・在勤・在学者（有料）
・予約不要（事前に採便管を取りに来てください）

オー オー

・腸管出血性大腸菌Ｏ２６およびＯ１１１の検便も行います
  （料金別途）。

エイズ・性感染症（梅毒・クラミジア・淋菌）相談・検査 ４/１（金）９時～９時３０分

心の相談　心の問題で悩んでいる方 ４/７（木）・１５（金）１３時３０分～１５時３０分

４/１（金）・５（火）・８（金）・１２（火）・１５（金）・
１９（火）・２２（金）１３時～１５時

ふん便のノロウイルス検査
　区内在住・在勤・在学者 (有料）
・RT―PCR法　　　　　６，０００円
・リアルタイムPCR法　９,１００円
　事前に採便管を取りに来てください。
　　　　　　　　　　　　　　　　

と　　き事業名・対象など

７月の保養施設の利用申込み 区民生活課管理係1５２１１－４１８１

○保養施設の予約は現地のみで受け付けます。インターネットで空室状況の確認や予約をする場合は〔千
　代田区のホームページ→施設案内→家族やグループ旅行に→各施設のホームページ〕をご覧ください。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自然休養村は、どなたでも利用できます。
○受付開始日が休館にあたる場合は、休館日の前日から受け付けます。また、２泊以上を希望する場合は、
　宿泊の初日が受付の基準日です。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘を利用する区内在住者で、行き帰りに小田急線に乗車する場合は、区役
　所・出張所で運賃が割引になる割引証を発行します。
○電話での申込みは１０時３０分～１８時。フリーダイヤルは区内の固定電話からのみ通話可能です。
○メレーズ軽井沢の土曜・休前日利用の当初予約申込み数は、繁忙期（年末年始など）と同様に1グ
　ループあたり計２室（棟）までに制限しています。

利用したい施設へ電話でお申し込み
ください。
・ファクシミリやインターネットでも
　申し込めますが、電話が優先です。
　確実に予約を取りたい場合は、電
　話でお申し込みください。
・箱根・湯河原のインターネットの受
　付開始は左記の電話の受付開始
　のおおむね３日後になります。

３か月前の同日（休館の場
合は前日）の１０時３０分から
受付
（例＝７/５泊の場合は４/５）

２か月前の同日（休館の場
合は前日）の１０時３０分から
受付
（例＝７/５泊の場合は５/５）

区内在住者

その他の方

箱 根

嬬 　 恋

７/５（火）～７（木）

７/４（月）～６（水）・２０（水）

７/９（土）・１３（水）～１５（金）軽 井 沢

湯 河 原

予
約
申
込
み

利
用
で
き
な
い
日

箱根千代田荘
湯河原千代田荘
嬬恋自然休養村
メレーズ軽井沢

1０４６０－８６－１１５０
1０４６５－６３－１１５３
1０２７９－９６－１２８０
1０２６７－４５－２６７６

7０１２０－０５－４１５０
7０１２０－００８－２６７
7０１２０－２６－１２８０
7０１２０－４５－２６７６

6０４６０－８６－１１５１
6０４６５－６３－３０１４
6０２７９－９６－１２８２
6０２６７－４５－０９２０

・

・

箱根千代田荘のサービスを拡充
箱根千代田荘は、民営化方式により

富士屋ホテル（株）が運営しています。
４月からホテルのサービスの一環とし
て、区民の皆さんがより気軽に利用で

きるよう、次のサービスを拡充します。
この機会にぜひご利用ください。

新たなサービス
・利用料金の一部値下げ＝下図表
・区民同行者割引（区民補助の半額
〈大人１,５００円・４歳～小学生１,０５０円〉）
・複数回利用者割引（大人２,０００円・４歳
～小学生１,０００円／湯河原千代田荘の
宿泊数も含めて年度内に１１泊以上し
た方が対象）
箱根千代田荘　　7０１２０－０５－４１５０

(区内の固定電話のみ通話可能)
1０４６０－８６－１１５０

利用期間

▼区内在住・在勤・在学者向け料金表

通 常 期

土 曜・夏 期・
特 別 日

年 末 年 始
〈１２/３１～１/３〉 

(　)内の金額は今までの料金との差額です。
※在住・在勤・在学でない方向けの利用料金も改定します。詳しくは、箱根千代田荘へお問い
　合わせください。

大人

大人

大人

１２,３００円

１２,８００円

１５,３００円

１０,６００円

８,５００円

８,８００円

９,５００円（▲４００円）

６,６５０円（▲２５０円）

１０,３００円（▲１００円）

１２,９００円

９,０００円

７,２００円
１１,２００円

７,８００円

６,３００円

７,９００円（▲７００円）
５,５００円（▲５００円）

９,０００円（▲１００円）

小人

小人

小人

区分
1部屋あたりの利用人数

2人利用 3人利用 4人以上利用

千代田区弓道大会

千代田区春季バドミントン大会

テニス講習会（前期）

アクアビクス教室（前期）

往復ハガキで、
４/１０（日）～２０（水）
（消印有効）

往復ハガキで、
４/１（金）～２０（水）
（必着）

所定の用紙で、
４/１（金）～２０（水）
（必着）

６月のスポーツ施設の利用申込み スポーツセンターのみ７月分

※１　往復ハガキ（８面参照）で九段生涯学習館（〒１０２－００７４九段南１－５－１０1３２３４－２８４１）へ。
※２　外濠公園の空き状況は外濠公園管理事務所（1３３４１－１７３１）へお問い合わせください。
※３　外濠公園は、利用できる日でも時間帯によっては利用できない場合があります。詳しくは、外濠
　　 公園管理事務所へお問い合わせください。
※４　所定の用紙をスポーツセンター（〒１０１－００４７内神田２－１－８）へ。
※５　スポーツセンターは団体利用・個人利用の区別があります。詳しくは、お問い合わせください。

外 濠 公 園

スポーツセンター

花 小 金 井 運 動
施 設（ 野 球 ）

施　設　名 申込期間 抽選 空施設受付 利用できない日

野 球

テニス

４/２５（月）

休館日
７/１９（火）

６/５（日）・１９（日）

九段生涯
学 習 館

５/１（日）
九段生涯
学 習 館

５/１（日）
スポーツ
センター

九段生涯学習館
へお問い合わせ
ください。

５/２０（金）
８時３０分～
（申込順）

５/２（月）
１０時～（申込順）
九段生涯学習館

５/２（月）
１０時～
（申込順）

※２※１

※１

※４ ※５

※３

※３
1３３４１－１７３１

1３２５６－８４４４

＊外濠公園の利用申込みについて、ハガキに名前貸しなどの不正行為が多数出ています。
　実際に利用する方の名前で責任を持って申し込んでください。

九段ＬＬカフェ講座 Welcome to OperaⅡ―オペラ事始め
心ときめく歌声、華やかな舞台、楽

しいオペラの世界を気軽にのぞいてみ
ませんか。一流講師陣が作品や作曲家
を通して、オペラを案内します。
とき 下図表のとおり
会場 九段生涯学習館（九段南１－５－
１０）
定員 ５０名(申込順)

参加費 ４,０００円（区内在住者・すぽす
たちよだ会員は３,０００円）
申込み ３月２３日（水）１０時から４月１９日
（火）１７時までに電話またはホームペ
ージで九段生涯学習館（1３２３４－
２８４１ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｋｕｄａｎ-ｌｌ〈エ
ルエル〉.ｉｎｆｏ）へ。

５月２３日（月）

１９時～
２０時４５分
（全４回）

「蝶々夫人」からはじめるプッチ
ーニのオペラ

「ローエングリン」からはじめる
ワーグナーのオペラ

「セビリアの理髪師」からはじめ
るロッシーニのオペラ

「こうもり」からはじめるオペレッ
タの魅力

５月３０日（月）

６月６日（月）

５月１３日（月）

と　き タイトル 講　師

加藤浩子さん

吉田真さん

水谷彰良さん

小宮正安さん

音楽評論家

慶應義塾大学講師

日本ロッシーニ協会会長

横浜国立大学准教授

５月１０日～６月７日の毎週火曜（全５
回）１０時～１２時、外濠公園総合グラウ
ンドテニスコート（五番町先）、区内在

住者３０名（抽選）、参加費＝２,５００円
（保険料・ボール代を含む）、４月２５日（月）
（必着）までに往復ハガキ（８面参照）で
千代田区テニス協会・石福（〒１０２－００８２
一番町２０－７－４０３1３２３４－４４８０）へ。



■情報交流会・千夜一夜「遺
の こ

したいこと
ば 私のモノ、思い、関係を整理する」
お墓や遺言、相続や家族との関係を

考え、不安になることはありませんか。
自分の気持ちを表現する遺言ワークシ
ョップを主宰する講師と、モノや思い
を整理しながら自分らしく生き切るラ
イフスタイルを考えます。女性向けの
内容です。
４月２８日（木）１８時３０分～２０時、男女

共同参画センターＭＩＷ交流サロン（区
役所１０階）、ゲスト＝町田美千代さん
（女の空間ＮＰＯ）、定員２０名（申込順）、
電話・ファクシミリまたはEメール（８
面参照）でＭＩＷへ。
■ビデオサロン＆カフェ「ダンシング・
ウィズ・ライブズ―命と舞いながら｣
阪神・淡路大震災で家族全員を失っ

たダンサーの陸代が、仲間と自らの芸術
活動に支えられながら生きる姿を描い
たドキュメンタリー。悲しい経験を踏み
台に、朗らかに生きる陸代と夫のユダヤ
人家族を追った１０年の物語は、観る者
に元気と勇気を与えてくれる。監督＝
横間恭子／２００８年カナダ作品（７１分）
４月１５日（金）①１４時３０分～②１８時

３０分～（各回終了後ビデオサロン・カ
フェあり）、ＭＩＷ（区役所１０階）、定員＝

各回２５名（申込順）、電話またはファク
シミリ（８面参照）に希望時間を記入し
ＭＩＷへ。

―いずれも―
託児サービス（有料・２週間前までに

要予約）あり。
ＭＩＷ　 1５２１１－８８４５6５２１１－８８４６

ｍｉｗ＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｔｏｋｙｏ.ｊｐ

万世橋出張所は、環境保全活動の一
環として、着なくなった着物や洋服、ネ
クタイ等を使って、小物作りを行います。
４月は「真鯉

ま ご い

・緋鯉
ひ ご い

」をつくります。
４月２１日（木）１３時３０分～１５時３０分、

万世橋出張所、定員１５名（抽選・万世
橋地区在住者を優先）、講師＝「和の会」
の皆さん、参加費＝５００円（材料費）、
持ち物＝裁縫道具、４月１１日（月）（必着）ま
でにハガキ（８面参照）または電話で万
世橋出張所（〒１０１－００２１外神田１－１－
１１1３２５１－４６９１）へ。
※古布は、講師が用意します。

柔らかいフリスビーでドッジボール
をします。どなたでも楽しめます。
４月９日（土）１４時～１６時、スポーツセ

ンター３階主競技場（内神田２－１－８）、
定員４０名（申込順）、前日までにファ
クシミリまたはＥメール（８面参照）
で文化スポーツ課スポーツ振興係
（1５２１１－３６２７6３２６４－７９８９
ｂｕｎｋａｓｕｐｏｔｓｕ＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｌｇ.ｊｐ）
へ。
※スポーツウェア・シューズ（室内用）
を着用してください。

さくら鑑賞スポットの牛ケ淵でさく
らを満喫できます。物産販売も行いま
す。
４月２日（土）・３日（日）１０時～１７時、区
役所旧庁舎（九段南１－６－１１）
区民生活課商工係　 1５２１１－４３５０

さくらまつりの一環として、今年も
さくらフェスティバルを開催します。
詳しくは「まちみらいニュースｖｏｌ.７２」（本
紙差込み）をご覧ください。
４月１日（金）～３日（日）１０時～１７時（初日
は１１時から）、靖国神社境内外苑（大村
益次郎銅像付近）
千代田区商店街連合会事務局

1５２８１－１１７１

丸ビル１階マルキューブ（丸の内２－
４－１）に５本の本物のさくらが咲き誇
る中、和菓子や和雑貨等の販売や花市
場（セリ）を開催します。
３月２６日（土）～４月１日（金）１１時～２０時

※花市場（セリ）は、３月２６日（土）・２７日（日）
は１２時～・１５時３０分～／３月３０日
（水）・４月１日（金)は１７時３０分～
千代田区観光協会　 1３２９２－５５３０

さくらまつりの期間に神保町地域の
商店街や古書店がワゴンセールを開催
します。神保町交差点の岩波ホール前
（神田神保町２－１）で甘酒の無料サービ
スもあります。
４月１日（金）～３日（日）１１時～１８時
金子書店　　　　　 1３２９１－６５５６

神田神社の境内（外神田２－１６）で新
潟県長岡市と茨城県坂東市の物産展を
開催します。
４月２日（土）・３日（日）１０時～１７時（予定）
千代田区観光協会　 1３２９２－５５３０

No. 1300 23.3.20（10）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

歴史豊かな紀尾井町のまちを満開の
八重桜を楽しみながら、観光ボランテ
ィアガイドと散策します。その後、ホ
テルニューオータニで日本庭園の散策
やホテルの環境配慮への取組みを見学
します。企業を訪問し、企業経営の一
端を学んでみませんか。
４月１８日（月）１０時３０分～１５時、ホテ

ルニューオータニ ザ･メイン宴会場
階(紀尾井町４－１、１０時受付開始）、定員
２０名（申込順）、参加費＝１人５,５００円
（ホテル内レストランでのお花見ご膳
代を含む）、４月１１日（月）（必着）までに往
復ハガキ・ファクシミリまたはＥメー

ル（８面参照）で千代田区観光協会（〒
１０１－００５４神田錦町３－２１ちよだプラッ
トフォームスクウェア４階1３２９２－
５５３０6３２９２－５５１０ ｉｎｆｏ＠ｋａｎｋｏ-
ｃｈｉｙｏｄａ.ｊｐ）へ。

観桜会

男女共同参画センターＭＩＷ
ミ ュ ウ

古布遊び

3月25日（金）～4月3日（日）

３月２５日（金）から４月３日（日）まで、さくらまつりを開催します。開花予想により

開催期間が前後する場合がありますので、最新の情報は千代田区観光協会の

ホームページ等をご覧ください。区内のさくらの見どころ、開花状況、千鳥ケ

淵緑道のライトアップ、区営ボート場などの情報も提供します。

問合せ　 千代田区観光協会　1３２９２－５５３０ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｋａｎｋｏ-ｃｈｉｙｏｄａ.ｊｐ

■さくらまつり特設電話
1５２８１－１３１０
さくらの開花状況やさくらまつり

のイベント情報等を２４時間提供し
ます。
■さくらまつり携帯サイト

http://www.kanko-chiyoda.
jp/tabid/１０３７/Default.aspx

携帯電話からも情報
をご覧になれます
※QRコードは、機種に

より表示できない場合がありま
す。
■さくらまつり公式ガイドマップを
配布中
さくらまつりやさくらの見どころ

などの情報が満載のガイドマップ
を、区内の公共施設や丸の内シャト
ルバス内で無料配布しています。美
術館・博物館などの割引や飲食店の
お得なサービスなど、各種特典が付
いています。

ホテルニューオータニ・エコツアー「春」
紀尾井町の歴史と八重桜を楽しむ

さくらフェスティバル

丸の内さくら祭り

神保町さくらみちフェスティバル

神田神社で物産展

千代田図書館 企画展示

大学教授がオススメする―新入生のための１５０冊
区内にある８つの大学の先生たち

が、新入生にお薦めする本を１５０冊選
びました。教授をはじめとする７８名の
研究者が取り上げた本には、これから
必要な知識や教養、研究の手がかりが
詰まっています。その中でも３１点＝下
一覧＝を「特に読んでもらいたい１冊」
として、教授の推薦文とともに紹介し
ます。あなたを育てる「１冊」を探して
みませんか。

とき ３月２８日(月)～４月２３日（土）
会場 千代田図書館展示ウォール（区
役所９階）、
※協力＝共立女子大学家政学部／上智
大学／専修大学／二松學舍大学／日
本教育大学院大学／日本大学経済学
部・理工学部／法政大学／明治大学
（５０音順）
問合せ 千代田図書館 1５２１１－４２８９

「思考の整理学」外山滋比古／「複
製芸術論」多田道太郎／「にぎやか
な外国語の世界」黒田龍之助／「若
きウェルテルの悩み」ゲーテ／「理
系白書」毎日新聞科学環境部／「武
士の娘」杉本鉞子／「ジャガイモの
世界史」伊藤章治／「漱石が見た物
理学」小山慶太／「アニマルスピリッ
ト」ジョージ・A.アカロフ、ロバー
ト・J.シラー／「物語イスラエルの歴
史」高橋正男／『「分ける」こと「わか
る」こと』坂本賢三／「方丈記」鴨長
明／「故事成語でわかる経済学のキ
ーワード」梶井厚志／「漢文力」加藤
徹／「魯迅」檜山久雄／「遠野物語」
柳田国男／「百鬼夜行絵巻の謎」小

松和彦／「人生一般ニ相対論」須藤
靖／「孤高」川村二郎／「出家とその
弟子」倉田百三／「ハーフ・ザ・スカ
イ」ニコラス・D.クリストフ、シェリ
ル・ウーダン／「大君の通貨」佐藤雅
美／「ケインズ」吉川洋／「敬語ネイ
ティブになろう!!」草薙裕／「ながい
坂」山本周五郎／「楽しくわかる化
学」齋藤勝裕／「文系のための環境
科学入門」藤倉良、藤倉まなみ／
「市民の政治学」篠原一／「二重らせ
ん」ジェームス・Ｄ.ワトソン／「アル
ジャーノンに花束を」ダニエル・キイ
ス／「図説 世界の先住民族」ジュリ
アン・バージャー

みんなでエンジョイ ドッヂビー

推薦文とともに紹介する作品・著者
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ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
山
形
県
は
人
の

横
顔
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
南

陽
市
は
そ
の
顔
の
え
く
ぼ
の
位

置
に
あ
る
人
口
３
万
４
千
人
の

市
で
、
市
制
４４
周
年
を
迎
え
ま

す
。東

北
に
あ
り
な
が
ら
何
故

「
南
陽
」
と
い
う
市

名
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
合
併
時

に
山
形
県
知
事
が

「
北
に
丘
陵
、
南
に

沃
野

よ

く

や

、
ま
こ
と
に
住

み
良
い
と
こ
ろ
」
と

い
う
中
国
の
地
名
か

ら
名
付
け
た
も
の
で

す
。
古
く
は
稲
荷
森

古
墳
（
前
方
後
円

墳
）、
創
建
１
２
０

０
年
の
熊
野
大
社
、

開
湯
９００
年
の
赤
湯
温

泉
な
ど
の
歴
史
あ
る

観
光
地
が
あ

り
、
民
話
「
鶴

の
恩
返
し
」
も

伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
美
味

し
い
お
米
は
も

ち
ろ
ん
で
す

が
、
さ
く
ら
ん

ぼ
、
ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
、
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
果
物
が
自
慢

で
、
桜
、
菊
な
ど
花
も
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
で
す
。

山
形
県
は
３
世
代
同
居
率
が

日
本
一
で
す
が
、
南
陽
市
も

「
子
育
て
支
援
都
市
」
宣
言
を
し
、

働
き
や
す
く
、
夢
が
育
ま
れ
希

望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

温
か
い
人
情
に
満
ち
た
南
陽

市
。
こ
の
市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
東
京
か
ら
観
光
・
名

産
品
・
企
業
誘
致
な
ど
様
々
な

情
報
を
発
信
し
、
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
行
き
ま
す
。

南
陽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nanyo.

yam
agata.jp

市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
東
京
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山
形
県
南
陽
市

２
月
２２
日
（火）
、「
第
３
回
千
代
田

ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
」
の
発
表
と
表
彰
式

が
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク

ウ
ェ
ア
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
３８
社
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

二
次
審
査
（
現
地
調
査
）
に
進
ん
だ

２８
社
が
発
表
の
瞬
間
を
会
場
で
待
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
、
優
秀
老
舗
部
門

で
エ
ン
ト
リ
ー
の
鈴
新
株
式
会
社
が

大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の

受
賞
企
業
は
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
表
彰
式
の
前
に
は
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
て
、
エ
ン
ト
リ
ー

企
業
の
自
社
Ｐ
Ｒ
と
交
流
を
目
的
と

し
た
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
社
の
様
々
な
製
品
の
展
示
や
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
演
さ
れ
、

異
業
種
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

受
賞
企
業
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
は
、

千
代
田day ,s

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://chiyoda-days.jp/future/

event-info/biz-aw
ard3rd.htm

な
お
、
次
号
よ
り
受
賞
企
業
を
順

次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ1
３
２
３
３
―
７
５
５
８（
直
通
）

恒
例
の「
ち
よ
だ
青
空
市
」が

４
月
６
日
（水）
に
開
催
さ
れ
ま

す
。今

回
も
安
心
安
全
な
新
鮮

野
菜
や
果
物
、
加
工
品
が
全

国
か
ら
集
ま
り
ま
す
。

生
産
者
か
ら
直
接
購
入
で

き
る
「
青
空
市
」
に
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

と
き

４
月
６
日
（水）
１０
時
〜

１６
時

会
場

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
１
階

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
（
神
田
錦

町
３
―
２１
）

問
合
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
商

工
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
　1

５
２
５
９
―
８
０
９
７

千代田区は日本でも、かなり早い時

期からマンションの建設がすすめられ

てきました。

その結果、現在、築３０年を経過し

た分譲マンションが千代田区の全分譲

マンションの３７％を超える状況となっ

ています。鉄筋コンクリート造の建物

は、適正に維持管理を行っていけば、

長期間使用に耐える事ができます。

まちみらい千代田では、平成２３年

度もマンションを適正に維持管理して

行くために、マンションで活用できる各

種助成制度を用意しています。これら

の各種助成制度を活用して、マンショ

ンの維持管理を適正にすすめ、建替え

を含めたマンションの再生を進めて行

きましょう。

いずれの助成制度も予定件数に達

し次第、締め切らせていただきますの

で、お早目の申請をお願いします。

■助成制度の見直し
次の２つの助成制度は平成２２年度

末をもって廃止となります。ご理解の

程よろしくお願いいたします。

①防犯機器設置費助成制度　

②建替え検討プラン提供

問合せ 住宅まちづくりグループ　

1３２３３－３２２３（直通）

マンションの保全や再開発・共同化で活用できる助成制度平成２３年度も用意

南陽市

第３回千代田ビジネス大賞受賞企業が決定！！

山形県

大賞

・鈴新株式会社（優秀老舗部門）

千代田区長賞

・株式会社日精ピーアール（環境貢献部門）

東京商工会議所千代田支部会長賞

・キングランメディケア株式会社（自由部門）

優秀賞

・株式会社インフロー（ニュービジネス部門）

・株式会社建設エンジニアリング

　　　　　　　　　　　　 （経営革新部門）

特別賞

・株式会社マジカルポケット

　　　　　　　　　  （ニュービジネス部門）

・株式会社ＭＯＮＯＫＯＦＵ（ユニーク部門）

受 賞 企 業

４
月
６
日
（水）
「
ち
よ
だ
青
空
市
」

ま
ち
づ
く
り 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣 

建
替
え
等
検
討 

調
査
費
助
成 

再
開
発
・
共
同
建
築
等 

推
進
組
織
に
対
す
る
助
成 

再開発・共同化による
地域環境の整備 

初期段階の支援 実施段階の支援 

財団で行う部分 区で行う部分 

●まちづくりアドバイザー派遣制度　　　　　  　 
●マンション建替え等検討調査費助成制度　　　 
●再開発・共同建築等推進組織に対する助成　　 

 ミニ優良 

都心共同 
供給事業 

■再開発・共同化への支援　

まちづくり 
アドバイザー派遣 

計画修繕調査費助成 

●まちづくりアドバイザー派遣制度　　　　　　　 
●マンション計画修繕調査費助成制度　　　　　　 
●マンション共用部修繕工事費債務保証料助成　　 

共
用
部
修
繕
工
事
費 

債
務
保
証
料
助
成 

債
務
保
証
の
委
託 

※
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー 

利
子
補
給 

※
東
京
都 マンションの現状把握 

建物の 
大規模修繕工事実施 
による建物の長寿命化 

マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部 

リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン 

※
住
宅
金
融
支
援
機
構 

■マンションの保全への支援

▲受賞企業の皆様

▲前回の様子（3月2日）

▲名所の一つ「白竜湖
はくりゅうこ

」（中央手前）

大賞は「鈴新株式会社」
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今
回
は
「
経
営
の
要
」
と
も
言
え

る
「
資
金
」
に
つ
い
て
で
す
。
企
業

活
動
は
「
お
金
」
が
な
く
て
は
始
ま

り
ま
せ
ん
。

お
金
と
向
き
合
え
る
経
営
者
の
条

件
は
、

①
決
算
書
が
読
め
る

②
試
算
表
を
毎
月
作
っ
て
い
る

③
試
算
表
を
見
て
利
益
拡
大
の
対
策

が
立
て
ら
れ
る

④
数
ヶ
月
先
の
資
金
繰
り
が
予
測
で

き
る

⑤
資
金
が
不
足
し
そ
う
な
ら
早
め
に

対
策
を
立
て
ら
れ
る

と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

資
金
繰
り
と
経
営
計
画

資
金
繰
り
表
は
、「
月
次
」
の
作

成
が
基
本
で
す
が
、
必
要
が
あ
れ
ば

５
〜
１０
日
ご
と
の
も
の
、
緊
急
時
に

は
日
々
の
現
金
残
高
、
銀
行
ご
と
の

預
金
の
出
入
り
を
示
す
も
の
も
作
成

す
べ
き
で
す
。

資
金
繰
り
予
測
を
立
て
る
た
め
に

絶
対
に
必
要
な
も
の
は
、
経
営
計
画

で
す
。
月
ご
と
の
売
上
原
価
・
経
費

な
ど
を
計
画
し
、
売
上
の
回
収
サ
イ

ト
や
、
原
価
の
支
払
い
サ
イ
ト
な
ど

か
ら
、
入
金
、
出
金
を
予
想
し
て
資

金
繰
り
予
測
を
立
て
ま
す
。
こ
の
場

合
、
経
営
計
画
を
最
も
厳
し
い
数
字

か
ら
予
測
の
資
金
繰
り
表
を
作
成
し

て
お
け
ば
、
資
金
不
足
の
発
生
に
対

す
る
早
め
早
め
の
対
策
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

借
り
入
れ
の
基
礎
知
識

融
資
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
資

金
使
途
」「
返
済
方
法
」「
事
業
活
動

に
よ
り
稼
ぐ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

（
＝
簡
易
的
に
は
、
当
期
利
益
＋
減

価
償
却
費
）」「
返
済
不
能
の
場
合
の

備
え
（
信
用
保
証
協
会
の
保
証
、
担

保
、
保
証
人
な
ど
）」
で
す
が
、
さ

ら
に
、「
経
営
者
の
資
質
（
経
営
へ

の
思
い
な
ど
）」「
現
場
（
従
業
員
の

や
る
気
、
業
界
、
マ
ス
コ
ミ
掲
載
履

歴
な
ど
）」「
財
務
面
」
と
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
金
預
金
の
減
少
理
由
と
そ
の
対

処
法企

業
の
現
金
預
金
の
減
少
理
由

は
、
主
に
「（
１
）キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

（
利
益
＋
減
価
償
却
費
）の
減
少
、（
２
）

融
資
の
返
済
」で
あ
り
、（
２
）の
融
資

返
済
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、（
１
）

が
問
題
で
す
。
但
し
、（
１
）が
プ
ラ

ス
で
も
、（
２
）が
大
き
い
た
め
預
金

が
少
な
く
な
っ
て
い
く
場
合
も
あ

る
の
で
、
常
に
利
益
改
善
策（
仕

入
・
販
売
条
件
や
経
費
見
直
し
等
）

が
必
要
で
す
。

お
わ
り
に

資
金
繰
り
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る

の
は
経
営
者
で
あ
り
、
景
気
、
従
業

員
、
取
引
先
の
せ
い
に
す
る
こ
と
な

く
、
社
長
の
決
断
が
資
金
繰
り
に
は

何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

※
こ
の
コ
ラ
ム
の
全
文
は
、
千
代
田

day ,s

「
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー
コ

ラ
ム
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
://ch

iy
od
a-d
ay
s.jp
/

future/staffblog/relaycolum
n/

問
合
せ

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ1
３
２
３
３
―
７
５
５
８（
直
通
）

◆
さ
く
ら
基
金
に
ご
協
力
を

千
代
田
区
内
に
は
約
３
千
本
の

さ
く
ら
の
樹
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
多
く
は
老
木
で
す
。
ま
た
環
境

悪
化
の
影
響
で
勢
い
が
衰
え
て
い

る
木
も
あ
り
、
早
急
な
対
策
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
美
し
い
「
さ
く
ら
」

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
事
を
目
的

に
、
千
代
田
区
は
平
成
１６
年
３
月

に
「
区
の
花
さ
く
ら
再
生
計
画
」

を
策
定
、「
さ
く
ら
基
金
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

毎
年
お
花
見
の
時
期
に
は
、
千

鳥
ケ
淵
緑
道
な
ど
で
の
募
金
活
動

を
行
い
、
昨
年
は
１２
日
間
で
３５０
万

円
を
超
え
る
寄
付
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
専
用
の
銀
行
口
座

を
開
設
し
、
年
間
を
通
じ
て
募
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度
は
、
さ
く
ら
の
再

生
や
更
新
工
事
な
ど
の
た
め
、
こ

の
基
金
か
ら
約
１
千
１６０
万
円
が
交

付
・
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

さ
く
ら
咲
く
千
代
田
の
風
景
を

守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
さ
く
ら
基
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

「
千
代
田
の
さ
く
ら
に
つ
い
て

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」「
さ

く
ら
を
守
る
た
め
に
何
か
活
動
し

た
い
」
と
お
考
え
の
方
に
は
、

「
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
」
へ
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。
現
在
、
５８４

人
の
個
人
と
９９
の
法
人
、
１０
の
団

体
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
さ
く

ら
を
知
り
・
守
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
＝
１
千
円
、
法

人
＝
１
万
円
（
登
録
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、「
さ
く
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
事
務
局
」
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
寄
付
金
と
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ

ー
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

窓
口
払
い

各
出
張
所
・
千
代
田

区
道
路
公
園
課
・
ま
ち
み
ら
い

千
代
田
で
受
け
付
け

口
座
振
込

最
寄
り
の
金
融
機
関

よ
り
左
記
の
口
座
に
お
振
り
込

み
く
だ
さ
い
。
振
込
手
数
料
は

お
客
様
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

み
ず
ほ
銀
行
東
京
都
庁
出
張
所

（
店
番
＝
７
７
７
）・
普
通
１
０

０
１
３
１
３
・
口
座
名
義
＝
サ

ク
ラ
キ
キ
ン

問
合
せ

・
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局

（
千
代
田
区
道
路
公
園
課
内
）

1
５
２
１
１
―
４
２
４
４

・
さ
く
ら
基
金
管
理
者
（
ま
ち
み

ら
い
千
代
田
・
企
画
総
務
グ
ル

ー
プ
）1

３
２
３
３
―
７
５
５
６

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
『
マ

ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
関
す
る

相
談
』の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、『
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
会
都
心
区
支
部
』
の
協
力

を
得
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
か
ら
は
、
相
談

会
の
会
場
を
、
ま
ち
み
ら
い
千
代

田
の
会
議
室
か
ら
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
５
階
の

会
議
室
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。

毎
回
、
２
名
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
が
会
場
に
常
駐
し
、
費
用
は

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

事
前
に
相
談
内
容
等
に
つ
い

て
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
へ
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
詳
細

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
え
ま
す
。

※
相
談
は
１
回
30
分
程
度
、
予
約

の
方
を
優
先
し
ま
す
。

と
き

毎
月
第
３
水
曜
15
時
〜

17
時（
当
日
受
付
は
16
時
ま
で
）

会
場

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
５
階
会
議
室

（
神
田
錦
町
３
―
21
）

※
当
日
、
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
４
階
の
ま
ち

み
ら
い
千
代
田
事
務
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
日
常

生
活
や
建
物
の
維
持
管
理
等
の
ご

相
談
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
各

種
助
成
制
度
の
申
請
に
つ
い
て
の

相
談
等
は
、
随
時
受
付
中
で
す
。

問
合
せ

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３（
直
通
）

２
月
２６
日
（土）
千
代
田
区
役
所
で

「
第
２
回
千
代
田
区
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事

長
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
２２
名
の
理
事
長
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域

町
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
と
し

て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク

の
問
題
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
、
大

切
な
居
住
者
名
簿
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
理
事
長
連
絡
会
加
入
条
件
に

つ
い
て
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

踏
ま
え
、
理
事
長
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
区
で
検
討
さ
れ
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
要
綱
に
つ
い
て
、
所
管

担
当
者
か
ら
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
さ
ら
に
意
見
を
聞
き
な

が
ら
ま
と
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

終
了
後
「
と
て
も
充
実
し
た
会
議

だ
っ
た
。
他
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理
事

長
さ
ん
達
と
困
っ
て
い
る
事
や
悩
み

を
共
有
で
き
た
。
顔
見
知
り
も
で
き

た
し
、
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
！
」
と
い
う
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

問
合
せ

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
1
３
２
３
３
―
３
２
２
３（
直
通
）

が
ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

〜
景
気
回
復
の
芽
を
伸
ば
せ
〜

（１０）

資
金
繰
り
を
楽
に
す
る
経
営

中
小
企
業
診
断
士
　
後
藤

敏
広
氏

さ
く
ら
基
金
と
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
案
内

ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
無無
料料
相相
談談
会会

活
発
に
意
見
交
換

千
代
田
区
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
長
連
絡
会

さくらフェスティバル
４月１日～３日まで・ 神社境内外苑で開催

今年も「千代田さくらまつり」のイベ

ントの一環として、４月１日（金）～３日（日）

までの３日間、靖国神社境内外苑で

「さくらフェスティバル」を開催します。

とき ４月１日（金）～３日（日）１０時～１７時

（初日のみ１１時～）

会場 神社境内外苑（大村益次郎

銅像付近）

■特設舞台
歌や踊り、器楽演奏を始め、今年は

「南京玉すだれ」もお楽しみください。

■ビンゴゲーム
期間中の４月１、３日は

１４時（２日は１５時）から

ビンゴゲーム抽選会を特

設舞台で開催します。

ビンゴカードは、４月１

日、３日は１３時（２日は１４

時）から、千代田区商店

街連合会本部テントに

て、先着２００名様に、１

枚２００円にてカードとお茶他一品のセ

ットで販売します。

■お祭りブース
区内の各商店会や関係市町村など

のブースでは、おでんや豚汁、カレー

などの温かいお食事や、各種名産品

等を販売します。

問合せ 千代田区商店街連合会事務局

1５２８１―１１７１

▲昨年のビンゴゲーム抽選会の様子


